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飛飛
騨騨
・・
美美
濃濃
歌歌
舞舞
伎伎
大大
会会
いい
びび
がが
わわ
２２
００
００
６６

五
月
三
日
（
水
）、久
瀬
公
正
公
民
館
、
揖

斐
川
町
中
央
公
民
館
を
会
場
に
第
十
四
回
飛

騨
・
美
濃
歌
舞
伎
大
会
い
び
が
わ
２
０
０
６

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
会
を
前
に
「
三
倉
の
太
鼓
踊
り
」
の
力

強
い
舞
が
大
会
の
開
会
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

久
瀬
公
正
公
民
館
の
舞
台
で
は
、
乙
原
歌

い
ち
の
た
に
ふ
た
ば
ぐ
ん

き

く
ま

舞
伎
保
存
会
に
よ
る
『
一
谷

嫩
軍
記

熊

が
い
じ
ん
や

谷
陣
屋
の
段
』
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

乙
原
歌
舞
伎
は
三
年
に
一
度
、
地
元
の

方
々
に
よ
り
上
演
さ
れ
、
待
ち
わ
び
た
多
く

の
観
客
は
そ
の
舞
台
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
で
は
、
稚
児
役
者

の
練
り
込
み
の
あ
と
、
宗
宮
町
長
に
よ
る
口

上
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
今
年
の
揖

斐
祭
り
で
行
わ
れ
る
子
供
歌
舞
伎
の
特
別
披

露
が
行
わ
れ
、
下
町
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
り
、

『
鎌
倉
三
代
記

三
浦
別
れ
の
段
』
が
上
演

さ
れ
ま
し
た
。
中
央
公
民
館
で
は
、
会
場
に

桟
敷
席
が
設
け
ら
れ
、
よ
り
本
格
的
な
雰
囲

気
の
中
で
、
小
さ
な
役
者
た
ち
の
熱
演
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

北北
方方
おお
どど
りり
披披
露露

四
月
二
十
日
（
木
）
に
北
方
神
社
で
北
方

お
ど
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
北
方
お
ど
り

は
古
く
か
ら
雨
乞
い
踊
り
と
し
て
伝
え
ら
れ

て
き
た
も
の
を
平
成
五
年
に
復
活
さ
せ
、
今

年
で
十
四
回
目
に
な
る
そ
う
で
す
。

北
方
小
学
校
六
年
の
児
童
が
、
赤
や
黄
色

の
飾
り
を
つ
け
た
「
シ
ナ
イ
」
を
背
負
い
、

太
鼓
を
抱
え
見
事
に
踊
り
ま
し
た
。
そ
の
あ

と
、
き
た
が
た
幼
児
園
の
五
歳
児
に
よ
る
か

わ
い
い
踊
り
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
よ
り
地
域
の
伝
統
文
化
が

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

鎌鎌
倉倉
踊踊
をを
披披
露露

四
月
二
十
九
日（
土
）に
岐
阜
県
重
要
無
形

文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
鎌
倉
踊
が
東

津
汲
の
白
髭
神
社
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
訪

れ
た
観
客
は
、
こ
の
勇
壮
な
踊
り
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

昨
年
度
の
久
瀬
小
学
校
の
発
表
会
で
は
、

四
年
生
全
員
が
鎌
倉
踊
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

祭
礼
で
は
そ
の
成
果
が
十
分
発
揮
さ
れ
、
ザ

イ
を
振
る
か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
の
数
は
少
な
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
伝
統
文
化
を
後
世
に
伝
え
た
い

も
の
で
す
。

乙原歌舞伎保存会による歌舞伎の披露

北方おどりの伝統が小学生、幼児園児に受け継がれます鎌倉踊の伝統が伝えられています

子供歌舞伎の披露

三倉の太鼓踊り

宗宮町長による口上
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粕粕
川川
ふふ
れれ
ああ
いい
朝朝
市市
四四
周周
年年
記記
念念
イイ
ベベ
ンン
トト

五
月
七
日
（
日
）、

永
の
粕
川
ふ
れ
あ
い

市
場
で
四
周
年
記
念
の
餅
つ
き
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

雨
天
に
も
関
わ
ら
ず
、
家
族
連
れ
が
立
ち

寄
り
餅
つ
き
を
体
験
し
ま
し
た
。つ
き
あ
が
っ

た
お
餅
に
は
、
町
特
産
の
抹
茶
と
き
な
こ
を

ま
ぶ
し
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。
抹
茶
の
お
餅
は

鮮
や
か
な
緑
色
で
、
ほ
ん
の
り
苦
味
を
残
し
、

存
在
感
が
出
て
い
ま
し
た
。

こ
の
市
場
は
、
毎
週
日
・
木
曜
の
午
前
中

に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
山
菜
や
季
節
の
農
産

物
が
楽
し
め
ま
す
。

坂坂
内内
道道
のの
駅駅
イイ
ベベ
ンン
トト

五
月
三
日
（
水
）、道
の
駅
「
夜
叉
ヶ
池
の

里
さ
か
う
ち
」
で
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
朝
市
も
同
時
に
開
催
さ
れ
、
地
元

の
食
材
や
料
理
、
坂
内
地
区
の
特
産
品
が
販

売
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
紙
漉
き
や
わ
ら
細

工
な
ど
地
元
の
技
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
設
け

ら
れ
、
訪
れ
た
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

坂
内
朝
市
は
第
一
日
曜
日
に
道
の
駅
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

三三
倉倉
特特
産産
品品
加加
工工
・・
文文
化化
伝伝
承承
施施
設設
完完
成成

揖
斐
川
町
三
倉
特
産
品
加
工
・
文
化
伝
承

施
設
が
完
成
し
、
五
月
三
日
（
水
）
に
竣
工

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
元
気
な
地
域
づ
く
り
交
付

金
事
業
と
し
て
、
三
倉
地
区
に
伝
わ
る
「
三

倉
の
太
鼓
踊
り
」（
県
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
）
の
保
存
活
動
や
地
域
資
源
を
活
か
し
た

特
産
品
づ
く
り
を
行
う
た
め
に
整
備
さ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
、
三
倉
の
太
鼓
踊
り
の
披
露
が
あ

り
、
続
い
て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
式
典
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

谷谷
汲汲
山山
門門
前前
ささ
くく
らら
灯灯
路路
好好
評評

四
月
五
日
か
ら
四
月
十
六
日
の
午
後
七
時

か
ら
九
時
ま
で
の
間
、
谷
汲
山
門
前
の
約
五

十
軒
の
店
舗
が
軒
を
並
べ
る
参
道
の
両
側
に

七
百
基
の
竹
製
の
灯
籠
が
点
灯
し
ま
し
た
。

こ
の
企
画
は
谷
汲
門
前
街
並
づ
く
り
委
員

会
（
今
村
博
正
代
表

委
員
数
四
十
名
）
に

よ
り
今
年
度
初
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

竹
を
く
り
ぬ
い
て
作
っ
た
灯
籠
に
点
っ
た

ろ
う
そ
く
の
灯
は
、
咲
き
誇
る
桜
と
門
前
の

街
並
を
幻
想
的
に
彩
り
ま
し
た
。
昼
間
と
は

趣
を
異
に
し
た
「
さ
く
ら
の
ト
ン
ネ
ル
」
に

多
く
の
夜
桜
見
物
の
方
々
が
訪
れ
ま
し
た
。

餅つき体験

三倉の太鼓踊りで完成を祝う竹製の灯籠が町並を照らす
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人人
権権
擁擁
護護
委委
員員
をを
委委
嘱嘱

こ
の
ほ
ど
、
人
権
擁
護
委
員
に
大
西
良
和

さ
ん
（
三
輪
）
と
宮
川
登
美
子
さ
ん
（
東
横

山
）
が
就
任
さ
れ
、
四
月
十
三
日
（
木
）
に

役
場
で
法
務
大
臣
か
ら
の
委
嘱
状
の
伝
達
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
と
は
、
多
様
化
す
る
地
域

の
中
で
基
本
的
人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う

絶
え
ず
見
守
り
、
侵
害
が
あ
っ
た
場
合
に
は

そ
の
相
談
相
手
と
な
り
、
適
切
な
処
置
を
講

ず
る
こ
と
に
よ
り
救
済
を
図
り
、
ま
た
人
権

思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め
て
い
る
法
務
大
臣

よ
り
委
嘱
さ
れ
た
方
々
で
す
。
今
後
の
ご
活

躍
を
ご
期
待
し
ま
す
。

ごご
長長
寿寿
おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす

四
月
十
八
日
（
火
）
に
西
津
汲
の
高
橋
を

か
と
さ
ん
が
、
四
月
二
十
五
日
（
火
）
に
谷

汲
名
礼
の
河
路
ス
ミ
子
さ
ん
が
九
十
五
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

高
橋
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
大
き
な
病
気
も
さ

れ
た
こ
と
が
な
く
お
元
気
だ
そ
う
で
す
。
六

十
三
歳
か
ら
八
十
四
歳
ま
で
新
聞
配
達
を
さ

れ
、
よ
く
歩
い
た
こ
と
が
健
康
に
良
か
っ
た

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

河
路
さ
ん
は
現
在
は
歌
わ
れ
ま
せ
ん
が
、

昔
か
ら
歌
が
好
き
で
賛
美
歌
な
ど
を
よ
く
口

ず
さ
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

高
橋
さ
ん
、
河
路
さ
ん
に
は
長
寿
の
お
祝

い
と
褒
賞
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
お
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

「「
岐岐
阜阜
ふふ
るる
ささ
とと
くく
らら
しし
のの
大大
使使
」」
にに
登登
録録

ア
グ
リ
エ
ン
ジ
ョ
イ
ネ
ッ
ト
岐
阜
で
は
、

活
動
で
培
っ
て
き
た
「
農
業
お
よ
び
生
活
技

術
」
に
お
い
て
優
れ
た
技
術
を
持
つ
会
員
を

「
岐
阜
く
ら
し
の
大
使
」
と
し
て
登
録
し
、

そ
の
技
術
や
知
識
を
活
用
し
て
農
業
、
農
村

の
文
化
や
魅
力
あ
る
暮
ら
し
方
を
広
く
紹
介

し
て
い
ま
す
。

四
月
二
十
五
日
（
火
）、谷
汲
の
田
代
す
み

子
さ
ん
（
味
噌
・
ら
っ
き
ょ
う
加
工
技
術
）、

久
瀬
の
矢
野
み
江
さ
ん
（
味
噌
・
味
噌
だ
れ

加
工
技
術
）の
二
名
が
、
今
年
度
新
た
に「
岐

阜
く
ら
し
の
大
使
」
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
で
は
、
す
で
に
登
録
さ
れ
て
い
る

春
日
の
坂
東
美
惠
子
さ
ん
（
薬
草
染
め
・
こ

ん
に
ゃ
く
加
工
技
術
）
を
含
め
、
く
ら
し
の

大
使
は
三
名
に
な
り
ま
す
。
今
後
、
地
域
で

の
食
育
推
進
や
地
域
農
産
物
活
用
の
講
習
会

に
講
師
と
し
て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

春春
日日
消消
防防
団団
はは
ここ
んん
なな
活活
動動
もも
しし
てて
いい
まま
すす

揖
斐
川
町
春
日
消
防
団
で
は
、
幹
部
研
修

の
一
貫
と
し
て
、
い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な

い
災
害
に
備
え
て
、
四
月
三
十
日（
日
）に
春

日
管
内
の
林
道
、作
業
道
、谷
な
ど
の
状
況
を

確
認
し
ま
し
た
。特
に
今
年
は
、年
々
増
加
す

る
伊
吹
山
か
ら
国
見
峠
へ
の
北
尾
根
登
山
道

を
中
心
に
実
施
し
、
参
加
し
た
幹
部
団
員
は

真
剣
な
眼
差
し
で
地
形
の
状
況
確
認
を
し
ま

し
た
。
今
後
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

大西さん、宮川さんお願いします
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平
成
１８
年
度
立
志
式
開
催

２４９
人
の
心
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た
！

揖
斐
川
町
で
は
、
昔
の
元
服
に
ち
な
ん
で

１５
歳
に
な
る
中
学
３
年
生
の
成
長
を
祝
う
と

と
も
に
、
自
ら
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
を
持
つ
た
め
に
立
志
式
を
開
催
し
て
い
ま

す
。今

年
は
、
５
月
１
日
（
月
）
に
、
揖
斐
川

町
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
揖
斐
川
、
北
和
、

谷
汲
、
春
日
、
久
瀬
、
藤
橋
お
よ
び
坂
内
の

各
中
学
校
の
３
年
生
２
４
９
人
が
式
に
参
加

し
ま
し
た
。

町
長
式
辞
、
来
賓
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
行

わ
れ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
小

寺
教
育
長
が
、
大
人
が
も
つ
責
任
の
重
さ
を

火
を
扱
う
こ
と
の
責
任
の
重
さ
に
な
ぞ
ら
え
、

大
人
に
な
る
こ
と
が
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か

を
説
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
火
が
全
員
に
分

火
さ
れ
、最
初
小
さ
か
っ
た
火
は
や
が
て
ホ
ー

ル
全
体
を
照
ら
す
光
と
な
り
、
最
後
に
は
全

員
の
思
い
を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
た
炎
と
な
っ

て
、
宗
宮
町
長
に
預
け
ら
れ
ま
し
た
。

次
に
、
作
文
「
私
の
夢
」
の
朗
読
を
し
ま

し
た
。
代
表
の
揖
斐
川
中
・
久
瀬
中
の
生
徒

が
朗
読
し
、
作
文
を
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
入

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
７
つ
の
中
学
校
に
よ

る
「
走
る
川
」
を
合
唱
し
、
２
４
９
人
の
歌

声
が
迫
力
あ
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
な
っ
て
大
ホ
ー

ル
を
包
み
、
素
晴
ら
し
い
歌
声
と
な
り
ま
し

た
。

合唱の様子☆ 「私の夢」の朗読の様子★

そ
し
て
、
立
志
の
記
念
と
し
て
、
自
分
た

ち
で
（
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
な
ど
）
デ
ザ
イ
ン

し
た
記
念
マ
グ
カ
ッ
プ
を
宗
宮
町
長
よ
り
受

け
取
り
、
式
典
を
終
了
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
養
護
学
校
の
先
生
、
フ
ァ
イ
ナ

ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
先
輩
方
か
ら
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
、
将
来
の
夢
を
持
つ
中
学

生
が
感
想
を
述
べ
る
シ
ー
ン
も
あ
り
ま
し
た
。

藤
橋
ち
ぎ
り
絵
教
室
開
催
！

生
涯
学
習
活
動
事
業
と
し
て
「
藤
橋
ち
ぎ

り
絵
教
室
」
を
今
年
度
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
教
室
は
、
毎
月
第
４
火
曜
日
の
午
前
１０

時
か
ら
１２
時
ま
で
藤
橋
公
民
館
に
お
い
て
実

施
し
て
い
ま
す
。
毎
回
テ
ー
マ
も
設
定
し
、

色
紙
に
色
と
り
ど
り
の
和
紙
を
は
り
つ
け
な

が
ら
テ
ー
マ
に
あ
っ
た
趣
の
あ
る
絵
を
完
成

さ
せ
て
い
き
ま
す
。

４
月
２５
日
に
本
年
度
の
第
１
回
目
を
開
催

し
、「
四
季
花
」
を
テ
ー
マ
に
、
春
か
ら
夏

に
か
け
て
咲
く
数
種
類
の
花
を
組
み
合
わ
せ

た
温
か
み
の
あ
る
作
品
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま

し
た
。

「
藤
橋
ち
ぎ
り
絵
教
室
」
で
は
現
在
も
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ち
ぎ
り
絵
が
初

め
て
の
方
で
も
何
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
今
か
ら
で
も
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

健
康
・
栄
養
相
談
、
体
力
測
定
の
ご
案
内

健
康
や
運
動
に
つ
い
て
の
疑
問
や
相
談
を

専
門
家
に
よ
り
個
人
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

６
月
２１
日
（
水
）

１４
時
〜
１６
時

■
場
所

健
康
広
場

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

■
費
用

無
料

■
内
容

保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談
、

栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談
、

運
動
指
導
員
に
よ
る
体
力
測
定

揖
斐
川
プ
ー
ル
６
月
２４
日
（
土
）

オ
ー
プ
ン
！

■
開
場
期
間

６
月
２４
日
（
土
）
〜
９
月
１０
日
（
日
）

た
だ
し
６
月
２４
日
〜
７
月
２０
日
、

９
月
１
日
〜
９
月
１０
日
の
期
間
は
、

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
の
み
開
場

７
月
２１
日
（
金
）
〜
８
月
３１
日
（
木
）

の
期
間
は
無
休
と
な
り
ま
す
。

■
開
場
時
間

１０
時
〜
１７
時
ま
で

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

詳
し
く
は
、
藤
橋
振
興
事
務
所
振
興
課

社
会
教
育
担
当
（
５
２－

２
１
１
１
）

ま
で

材
料
費
は
５
５
０
円
で
す
。

６月１８日（日）は家庭の日 揖斐川町青少年育成町民会議

キャンドルセレモニーの様子☆
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親
子
水
あ
そ
び
教
室
開
催
！

今
年
は
、
３
歳
以
下
の
子
ど
も
と
そ
の
親

を
対
象
に
指
導
者
と
一
緒
に
水
に
触
れ
、
楽

し
く
水
遊
び
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

「
親
子
水
遊
び
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
対

象

者

幼
児
（
３
歳
以
下
で
、
お
む
つ
が
外
れ

て
い
る
子
ど
も
）
と
そ
の
親

■
日

程
７
月
２２
日
（
土
）

１０
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

■
場

所

揖
斐
川
プ
ー
ル

■
申
し
込
み

６
月
２０
日
（
火
）
９
時
か
ら

揖
斐
川
健
康
広
場
に
て
受
付

■
締
め
切
り

６
月
２５
日
（
日
）

■
定

員

２０
組

幼
少
年
水
泳
教
室
開
催
！

〜
水
泳
が
苦
手
な
子

も
っ
と
上
手
に
な
り
た
い
子
集
ま
れ
〜

揖
斐
川
プ
ー
ル
で
は
、
毎
年
恒
例
と
な
り

ま
し
た
水
泳
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
は
幼
児
（
４
歳
以
上
）、小
学
生
で
水

の
顔
付
け
か
ら
バ
タ
足
・
ク
ロ
ー
ル
な
ど
、

参
加
者
の
泳
力
に
応
じ
て
、
専
門
の
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
が
指
導
し
ま
す
。

■
対

象

者

○
幼

児

４
歳
以
上

（
平
成
１８
年
４
月
１
日
現
在
）

○
小
学
生
Ａ

小
学
生
で
、
２５
メ
ー
ト
ル
が

泳
げ
な
い
子

○
小
学
生
Ｂ

小
学
生
で
、
２５
メ
ー
ト
ル
が

泳
げ
る
子

■
申
し
込
み

６
月
１３
日
（
火
）
９
時
か
ら

揖
斐
川
健
康
広
場
に
て
受
付

■
参

加

料

２
０
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

■
締
め
切
り

６
月
２５
日
（
日
）

■
注
意
事
項

・
申
し
込
み
の
時
に
は
、
印
鑑
と
参
加
料
を

必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
申
し
込
み
は
、
町
内
在
住
者
を
優
先
し
ま

す
。

・
各
教
室
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

・
１
人
１
回
１
教
室
限
り
の
申
し
込
み
と
し

ま
す
。

・
申
し
込
み
以
後
の
教
室
の
変
更
、
電
話
で

の
申
し
込
み
、
代
理
人
申
し
込
み
は
一
切

受
け
付
け
ま
せ
ん
。

・
小
学
生
の
教
室
に
つ
い
て
は
、
申
し
込
み

時
に
お
子
様
が
何
メ
ー
ト
ル
泳
げ
る
か
を

記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
開
催
！

揖
斐
川
町
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
祭
（
い
び
が
わ
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
）
を
開
催
し
ま
す
。

広
く
住
民
の
皆
さ
ん
に
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
う
場
を
提
供
す
る

こ
と
に
よ
り
、
健
康
づ
く
り
の
普
及
・
振
興

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

■
日

時

６
月
４
日
（
日
）

８
時
〜
１３
時

（
雨
天
決
行
）

■
場

所

揖
斐
川
健
康
広
場

ア
リ
ー
ナ
お
よ
び

ビ
ッ
グ
ラ
ン
ド

ほ
か

【
交
流
大
会
】

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

ほ
か

【
軽
ス
ポ
ー
ツ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
】

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な

軽
ス
ポ
ー
ツ
を
知
っ
て
み
よ
う
、
体
験
し

て
み
よ
う
、
そ
し
て
、
楽
し
も
う
！

【
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
】

血
管
年
齢
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー

た
ば
こ
依
存
度
チ
ェ
ッ
ク

健
康
・
栄
養
相
談
コ
ー
ナ
ー

ほ
か

【
体
力
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
】

【
キ
ッ
ズ
広
場
コ
ー
ナ
ー
】

※
内
容
・
名
称
な
ど
に
変
更
が
あ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
健
康
広
場
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

燦サンギャラリー

○久瀬押し花教室作品展

５月２７日～６月８日

○木工工芸品展

６月１０日～６月２２日

中央公民館プチギャラリー

○増山たづ子 遺作写真展

５月２７日～６月８日

○花と緑 さつき展

６月２日～６月５日

○四季の花だより 高橋 義昭

６月１０日～６月２２日

○アジア韓国展 河村 優

６月２４日～７月６日

日程（４日間）

７月２５日（火）

～

７月２８日（金）

８月１日（火）
～

８月４日（金）

時 間

１０：００～１１：００

１１：１５～１２：３０

１３：１５～１４：３０

１０：００～１１：００

１１：１５～１２：３０

１３：１５～１４：３０

定 員

２０人

３０人

３０人

２０人

３０人

３０人

対 象

幼児 １

小学生Ａ－１

小学生Ａ－２

幼児 ２

小学生Ａ－３

小学生Ｂ－１
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地
区
公
民
館
活
動

☆
北
方
公
民
館

《
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
》

◆
日
時

６
月
１１
日
（
日
）
８
時
３０
分
〜

◆
場
所

北
和
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
中
止

☆
揖
斐
公
民
館

《
ふ
れ
あ
い
ピ
ク
ニ
ッ
ク
》

◆
日
時

６
月
１８
日
（
日
）
８
時
３０
分
〜

◆
集
合
場
所

揖
斐
公
民
館

☆
会
費
１
０
０
円

小
学
生
以
下
無
料

※
雨
天
中
止

☆
大
和
公
民
館

《
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
》

◆
日
時

６
月
２５
日
（
日
）
８
時
３０
分
〜

◆
場
所

揖
斐
川
健
康
広
場
ア
リ
ー
ナ

☆
清
水
公
民
館

《
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
大
会
》

◆
日
時

６
月
１１
日
（
日
）
９
時
〜

◆
場
所

清
水
小
学
校
体
育
館

☆

永
公
民
館

《
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
》

◆
日
時

６
月
１８
日
（
日
）
９
時
〜

◆
集
合
場
所

大
豊
建
材
東

※
雨
天
中
止

☆
小
島
公
民
館

《
綱
引
き
＆
大
な
わ
大
会
》

◆
日
時

５
月
２８
日
（
日
）
９
時
〜

◆
場
所

小
島
小
学
校
体
育
館

《
ホ
タ
ル
観
察
会
》

◆
日
時

６
月
３
日
（
土
）
１９
時
〜

◆
場
所

大
谷
川

《
み
ん
な
の
広
場
》

◆
日
時

６
月
１０
・
１７
・
２４
日
（
土
）

９
時
〜
１１
時
３０
分

◆
場
所

小
島
公
民
館

《
家
庭
教
育
学
級
『
学
校
探
検
と
食
育
』》

◆
日
時

６
月
１６
日
（
金
）
９
時
〜

◆
場
所

小
島
小
学
校

《
に
こ
に
こ
学
級
『
緑
地
公
園
と
谷
汲
図
書

館
へ
行
こ
う
』》

◆
日
時

６
月
２０
日
（
火
）
１０
時
〜

◆
場
所

谷
汲
緑
地
公
園

学
校
だ
よ
り

あ
い
さ
つ
い
っ
ぱ
い
、

歌
声
い
っ
ぱ
い
、

や
さ
し
さ
い
っ
ぱ
い

〜
揖
斐
小
学
校
〜

揖
斐
小
学
校
は
、本
年
度「
あ
い
さ
つ
い
っ

ぱ
い
、
歌
声
い
っ
ぱ
い
、
や
さ
し
さ
い
っ
ぱ

い
」
の
学
校
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

．一

あ
い
さ
つ
い
っ
ぱ
い

昨
年
度
か
ら
本
校
で
は
「
あ
い
さ
つ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。
朝
夕

の
登
下
校
時
の
あ
い
さ
つ
と
見
送
り
を
し
て

頂
い
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
七
間
町
の
老
人

会
「
七
福
会
」
の
皆
さ
ん
二
十
人
程
が
、
地

域
の
子
ど
も
た
ち
は
地
域
で
守
ろ
う
、
と
あ

い
さ
つ
と
見
送
り
活
動
を
し
て
頂
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
お
か
げ
で
子
ど
も
た
ち
は

昨
年
度
以
上
に
良
く
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
し
、
子
ど
も
た
ち

の
安
全
の
点
で
も
防
犯
効
果
が
高
ま
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

現
在
ま
で
に
七
福
会
の
皆
さ
ん
を
含
め
、

四
十
八
名
の
方
が
あ
い
さ
つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
応
募
し
て
い
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
揖
斐
地

区
の
民
生
児
童
委
員
の
方
々
も
全
員
参
加
し

て
く
だ
さ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
元
気

よ
く
あ
い
さ
つ
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
く
れ

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

．二

歌
声
い
っ
ぱ
い

揖
斐
小
学
校
で
は
、
平
成
十
五
年
度
か
ら

地
域
講
師
の
森
三
恵
子
先
生
を
お
迎
え
し
て
、

高
学
年
の
合
唱
指
導
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
も
月
曜
日
の
三
時
間
目
に
六
年
生
の

音
楽
を
担
当
し
て
頂
き
、
歌
唱
を
中
心
に
指

導
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
地

域
の
音
楽
専
門
の
先
生
に
教
え
て
い
た
だ
け

る
と
い
う
こ
と
で
、
少
し
緊
張
し
な
が
ら
も

熱
心
に
練
習
し
て
い
ま
す
。
発
声
練
習
を
繰

り
返
す
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
声
に
伸
び

や
張
り
が
出
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

一
、
二
学
期
の
終
業
式
に
は
、
各
学
年
の

合
唱
を
発
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
特
に
文
化
庁
主
催
の
「
本
物
の
舞

台
芸
術
体
験
事
業
」
に
よ
り
、
山
形
交
響
楽

団
の
公
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
美

し
い
歌
声
、
演
奏
の
響
く
学
校
に
な
っ
て
く

れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

．三

や
さ
し
さ
い
っ
ぱ
い

揖
斐
小
学
校
は
、
縦
割
り
の
「
み
ど
り
班

活
動
」
を
中
心
に
仲
間
づ
く
り
を
し
て
い
ま

す
。
五
月
の
「
仲
良
し
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
は
、

一
年
生
を
お
迎
え
す
る
遠
足
で
す
。
一
心
寺
、

揖
斐
城
趾
、
文
学
の
道
、
健
康
広
場
を
巡
る

六
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
で
す
。
一

年
生
に
と
っ
て
は
な
か
な
か
大
変
で
す
。「
頑

張
っ
て
、
も
う
少
し
だ
よ
。」と
励
ま
し
合
い

な
が
ら
歩
き
ま
す
。
広
場
で
は
班
ご
と
に
遊

び
ま
す
。

仲
間
と
励
ま
し
合
い
な
が
ら
や
り
遂
げ
る

こ
と
で
、
や
さ
し
さ
や
友
情
を
育
て
て
い
ま

す
。
今
年
も
み
ん
な
や
さ
し
さ
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

「おかえり。気をつけてね」

学校中に美しい歌声が響きます♪
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揖斐川町議会だより
第２回揖斐川町議会定例会開かれる

新
し
い
議
会
構
成
決
ま
る

平
成
１８
年
第
２
回
揖
斐
川
町
議
会
定
例
会
が
、
３
月
７
日
（
火
）
か

ら
１５
日
（
水
）
ま
で
の
９
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
に
は
、
正
副
議
長
の
選
挙
、
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
な
ど
が

行
わ
れ
、
新
し
い
議
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

本
定
例
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
案
件
は
、
予
算
案
件
３１
件
、
条
例
案

件
１９
件
、
人
事
案
件
３
件
、
そ
の
他
（
指
定
管
理
等
）
３２
件
の
８５
件
で
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ごあいさつ

議 長 清水 政則

副議長 宗宮 哲哉

この度、議員各位のご推挙をいただき、議長、副議

長に就任致しました。

身に余る光栄であり、心から感謝申し上げますととも

に、責任の重さを感じております。

さて、合併後二年目を迎え、多くの課題が山積みの

中、厳しい行財政ではありますが皆様方の負託とご期

待に沿うべく、議会の役割を真摯に受け止め、町政の

発展に全力を傾注してまいりたいと存じます。今後と

も、町民の皆様のご理解とご協力をお願い申し上げ、

就任のあいさつといたします。

新
年
度
予
算
は
、
特
別
委
員
会
で
審
査

議
会
初
日
に
は
、
町
長
よ
り
平
成
１８
年
度
一
般
会

計
予
算
及
び
特
別
会
計
予
算
等
、
合
計
８０
件
に
つ
い

て
、
所
信
表
明
及
び
提
案
説
明
が
行
わ
れ
、
そ
の
う

ち
新
年
度
予
算
等
予
算
案
件
３１
件
、
条
例
案
件
１９
件
、

そ
の
他
２２
件
、
合
計
７２
件
が
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

規
約
変
更
案
件
等
８
件
が
可
決
さ
れ
散
会
し
ま
し
た
。

本
会
議
の
終
了
後
は
、
予
算
特
別
委
員
会
が
開
催

さ
れ
、
新
年
度
予
算
２１
件
、
平
成
１７
年
度
補
正
予
算

１０
件
に
つ
い
て
、
長
時
間
に
わ
た
り
審
査
さ
れ
ま
し

た
。翌

日
か
ら
は
、
初
日
の
委
員
会
付
託
を
受
け
て
、

８
日
（
水
）
に
総
務
文
教
常
任
委
員
会
、
９
日
（
木
）

に
健
康
福
祉
常
任
委
員
会
、
１３
日
（
月
）
に
産
業
建

設
常
任
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
慎
重
に
審
査
さ
れ
ま

し
た
。

１４
日
（
火
）
に
は
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
議
員

５
名
が
町
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

最
終
日
と
な
る
１５
日
（
水
）
に
は
、
各
委
員
会
に

付
託
さ
れ
ま
し
た
案
件
に
つ
い
て
、
常
任
委
員
長
か

ら
審
議
の
結
果
が
報
告
さ
れ
、
質
疑
・
討
論
の
あ
と

採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
、
道
路
特
定
財
源
の
堅
持
に
関
す
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
他
、
５
件
が
追
加
で
上
程

さ
れ
ま
し
た
。

本
定
例
会
で
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
議
案
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

（
新
議
会
の
構
成
は
、
前
回
の
広
報
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。）
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主
な
議
案
と
内
容

◎
揖
斐
川
町
内
部
組
織
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

行
政
組
織
を
現
行
の
５
部
体
制
が
総
務
部
、

住
民
福
祉
部
、
産
業
建
設
部
の
３
部
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

町
長
、
助
役
、
収
入
役
の
給
料
月
額
が
そ

れ
ぞ
れ
、
３
万
円
、
２
万
円
、
１
万
５
千
円
、

減
額
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

国
家
公
務
員
に
準
じ
て
、
各
給
料
表
の
級

構
成
及
び
号
級
構
成
が
改
め
ら
れ
、
給
料
月

額
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

特
別
会
計
に
、
揖
斐
川
町
個
別
排
水
事
業

特
別
会
計
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

積
立
基
金
と
し
て
設
置
し
て
あ
る
揖
斐
川

町
中
山
間
地
域
振
興
基
金
が
廃
止
さ
れ
ま
し

た
。

◎
揖
斐
川
町
福
祉
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

岐
阜
県
福
祉
医
療
制
度
の
改
正
に
伴
い
、

新
た
に
精
神
障
害
者
及
び
父
子
家
庭
を
対
象

に
加
え
、
ま
た
、
入
院
時
食
事
療
養
費
標
準

負
担
額
の
助
成
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
す
こ
や
か
ベ
ビ
ー
祝
金
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
児
童
の
健

全
な
育
成
を
図
る
た
め
、
祝
い
金
支
給
対
象

者
が
揖
斐
川
町
居
住
者
全
員
に
拡
大
さ
れ
ま

し
た
。

◎
揖
斐
川
町
簡
易
水
道
施
設
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

谷
汲
簡
易
水
道
施
設
と
赤
石
簡
易
水
道
施

設
の
統
合
事
業
完
了
に
伴
い
、
名
称
、
給
水

人
口
、
１
日
最
大
給
水
量
の
改
正
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
国
民
保
護
対
策
本
部
及
び
揖
斐

川
町
緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
保
護
の

た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
揖

斐
川
町
国
民
保
護
対
策
本
部
及
び
揖
斐
川
町

緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
に
関
し
、
必
要
な

事
項
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
国
民
保
護
協
議
会
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
保
護
の

た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
揖
斐

川
町
国
民
保
護
協
議
会
の
組
織
及
び
運
営
に

関
し
、
必
要
な
事
項
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
三
倉
特
産
品
加
工
・
文
化
伝
承

施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

旧
久
瀬
村
の
三
倉
地
区
に
「
特
産
品
加

工
・
文
化
伝
承
施
設
」
を
整
備
す
る
こ
と
に

伴
い
、
同
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
つ
い
て
、

必
要
な
事
項
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
谷
汲
観
光
駐
車
場
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
全
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

揖
斐
川
町
谷
汲
観
光
駐
車
場
は
、従
来「
管

理
委
託
制
度
」
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
、
地
域
の
行
事
、
非

難
場
所
等
と
し
て
、
多
面
的
利
活
用
が
想
定

さ
れ
る
た
め
、
町
が
主
体
的
に
管
理
す
る
よ

う
条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
複
合
集
会
施
設
他
７
件
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
全
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
制
度
に
伴
い
、
公
の
施
設
８

件
の
設
置
及
び
管
理
に
つ
い
て
、
必
要
な
事

項
を
定
め
る
た
め
、
条
例
の
全
部
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
改
正
さ
れ
ま
し
た
施
設
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

・
揖
斐
川
町
複
合
集
会
施
設

・
揖
斐
川
町
多
目
的
集
会
施
設

・
揖
斐
川
町
地
区
集
会
施
設

・
揖
斐
川
町
谷
汲
地
区
集
会
施
設

・
揖
斐
川
町
転
作
定
着
化
研
修
施
設

・
揖
斐
川
町
農
事
集
会
研
修
施
設

・
揖
斐
川
地
域
研
修
セ
ン
タ
ー

・
揖
斐
川
町
谷
汲
ト
レ
イ
ル
セ
ン
タ
ー

◎
揖
斐
川
町
か
す
が
モ
リ
モ
リ
村
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
館
ほ
か
３
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

同
施
設
の
指
定
管
理
者
に
株
式
会
社
サ
ン

シ
ャ
イ
ン
春
日
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
貝
月
森
林
総
合
利
用
施
設
ほ
か

２
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

同
施
設
の
指
定
管
理
者
に
財
団
法
人
グ
リ
ー

ン
ス
テ
ー
ジ
久
瀬
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
藤
橋
新
山
村
振
興
等
農
林
漁
業

特
別
対
策
施
設
ほ
か
３
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

同
施
設
の
指
定
管
理
者
に
財
団
法
人
ふ
じ

は
し
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
情
報
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
テ
レ
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

同
施
設
の
指
定
管
理
者
に
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

ト
谷
汲
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
教
育
交
流
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

同
施
設
の
指
定
管
理
者
に
財
団
法
人
ふ
じ

は
し
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

IBIGAWA 2006 JUNE

議会だより

9



◎
揖
斐
川
町
心
身
障
害
者
小
規
模
授
産
所
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

同
施
設
の
指
定
管
理
者
に
社
会
福
祉
法
人

大
和
社
会
福
祉
事
業
セ
ン
タ
ー
が
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
介
護
予
防
拠
点
施
設
し
ず
や
ま

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

同
施
設
の
指
定
管
理
者
に
社
会
福
祉
法
人

樹
心
会
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
谷
汲
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ほ
か
３
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

同
施
設
の
指
定
管
理
者
に
揖
斐
川
町
社
会

福
祉
協
議
会
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
山
び

こ
の
郷
ほ
か
１
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

同
施
設
の
指
定
管
理
者
に
社
団
法
人
地
域

医
療
振
興
協
会
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
春
日
診
療
所
ほ
か
２
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

同
施
設
の
指
定
管
理
者
に
社
団
法
人
地
域

医
療
振
興
協
会
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
坂
内
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

同
施
設
の
指
定
管
理
者
に
特
定
非
営
利
活

動
法
人
ア
グ
リ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
か
う
ち
が

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
総
合
営
農
指
導
拠
点
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

同
施
設
の
指
定
管
理
者
に
い
び
川
農
業
協

同
組
合
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
脛
永
農
林
水
産
物
販
売
所
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

同
施
設
の
指
定
管
理
者
に
脛
永
や
さ
い
生

産
組
合
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
木
曽
屋
地
区
農
林
水
産
物
直
売

施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

同
施
設
の
指
定
管
理
者
に
谷
汲
木
曽
屋
区

が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
坂
内
新
規
作
物
導
入
支
援
施
設

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

同
施
設
の
指
定
管
理
者
に
農
家
組
合
か
わ

か
み
五
彩
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
谷
汲
観
光
資
料
館
ほ
か
３
施
設

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

同
施
設
の
指
定
管
理
者
に
社
団
法
人
谷
汲

観
光
協
会
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
坂
内
産
地
形
成
促
進
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

同
施
設
の
指
定
管
理
者
に
特
定
非
営
利
法

人
ア
グ
リ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
か
う
ち
が
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
坂
内
バ
イ
ク
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー

ハ
ウ
ス
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

同
施
設
の
指
定
管
理
者
に
川
上
区
自
治
会

が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
第
１
次
総
合
計
画
基
本
構
想
の

策
定
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
を
「
地
域
の
自

立
」
と
定
め
、
町
の
将
来
像
を
「
自
然
と
歴

史
が
育
む
ふ
れ
あ
い
と
活
力
の
あ
る
健
康
文

化
都
市
」
と
し
、
今
後
１０
年
間
の
基
本
構
想

に
つ
い
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変

更
に
つ
い
て

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
の
規
定

に
よ
り
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
議
決
さ
れ
ま

し
た
。

◎
揖
斐
川
町
谷
汲
岐
礼
地
区
辺
地
総
合
整
備

計
画
の
変
更
に
つ
い
て

◎
揖
斐
川
町
谷
汲
高
科
地
区
辺
地
総
合
整
備

計
画
の
変
更
に
つ
い
て

辺
地
に
か
か
る
公
共
施
設
の
総
合
整
備
の

た
め
の
財
政
上
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
法

律
の
規
定
に
よ
り
、
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

議
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
岐
阜
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約

の
変
更
に
つ
い
て

市
町
村
合
併
に
よ
り
、
羽
島
郡
柳
津
町
、

土
岐
郡
笠
原
町
、
養
老
郡
上
石
津
町
及
び
安

八
郡
墨
俣
町
が
当
組
合
か
ら
脱
退
す
る
こ
と

に
伴
い
、
規
約
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

◎
大
垣
衛
生
施
設
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い

て大
垣
市
議
会
委
員
会
条
例
の
改
正
に
伴
い
、

当
組
合
の
組
織
及
び
議
員
の
選
任
方
法
を
変

更
す
る
た
め
、
規
約
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

◎
西
濃
環
境
整
備
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い

て大
垣
市
議
会
委
員
会
条
例
の
改
正
に
伴
い
、

当
組
合
の
組
織
及
び
議
員
の
選
任
方
法
を
変

更
す
る
た
め
、
規
約
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
郡
消
防
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

岐
阜
県
か
ら
「
火
薬
類
取
締
法
」「
高
圧
ガ

ス
保
安
法
」「
ガ
ス
事
業
法
」
及
び
「
液
化
ガ

ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関

す
る
法
律
」
に
基
づ
く
事
務
に
つ
い
て
、
権

限
の
委
譲
を
受
け
、
当
組
合
で
事
務
の
協
同

処
理
を
行
う
た
め
規
約
の
変
更
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

◎
揖
斐
広
域
連
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、
地
域
支
援

事
業
が
創
設
さ
れ
、
同
事
業
に
係
る
経
費
の

構
成
町
の
負
担
分
を
追
加
す
る
た
め
、
規
約

が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

議会だより
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◎
揖
斐
川
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て

教
育
委
員
会
委
員
に
、中
川
槇
雄
さ
ん（
西

横
山
）を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◎
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

次
の
工
事
に
つ
い
て
、
工
事
請
負
契
約
を

変
更
す
る
こ
と
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

・
清
水
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業
管
路
施
設

工
事
Ｈ
１７
‐
１
工
区

・
清
水
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業
管
路
施
設

工
事
Ｈ
１７
‐
２
工
区

◎
揖
斐
川
町
助
役
の
選
任
に
つ
い
て

揖
斐
川
町
助
役
に
、
富
田
和
弘
（
房
島
）

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
副
収
入
役
設
置
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

町
に
副
収
入
役
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

◎
道
路
特
定
財
源
制
度
の
堅
持
に
関
す
る
意

見
書
に
つ
い
て

道
路
整
備
を
緊
急
か
つ
計
画
的
に
行
う
た

め
に
は
、
道
路
特
定
財
源
の
確
保
は
必
要
不

可
欠
で
あ
り
、
一
般
財
源
化
す
る
こ
と
な
く
、

す
べ
て
道
路
整
備
に
充
当
す
べ
き
と
し
て
、

国
の
道
路
特
定
財
源
制
度
を
堅
持
す
る
と
と

も
に
、
遅
れ
て
い
る
地
方
の
道
路
整
備
に
積

極
的
に
充
当
さ
れ
る
よ
う
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

◎
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

◎
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た
に
委
員
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
構
成
委
員
は
、
前
回
の
広
報

の
と
お
り
で
す
。

◎
予
算
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

一
般
会
計
等
の
予
算
案
件
に
つ
い
て
議
員

全
員
で
組
織
す
る
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
審
議
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

◎
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
土
地
開
発
公
社
事

業
計
画
及
び
予
算
の
報
告
に
つ
い
て

平
成
１８
年
度
の
事
業
計
画
及
び
予
算
に
つ

い
て
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

◎
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
予
算
及

び
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

議
決
し
ま
し
た
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
詳
細
は
、
広
報

４
月
号
を
参
照
く
だ
さ
い
。）

・
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
予
算

・
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算

・
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
直

診
勘
定
特
別
会
計
予
算

・
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
老
人
保
健
医
療
特

別
会
計
予
算

・
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
谷
汲
中
央
診
療
所

特
別
会
計
予
算

・
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
大
和
簡
易
水
道
特

別
会
計
予
算

・
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
脛
永
簡
易
水
道
特

別
会
計
予
算

・
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
市
場
簡
易
水
道
特

別
会
計
予
算

・
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
谷
汲
簡
易
水
道
特

別
会
計
予
算

・
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
北
部
簡
易
水
道
特

別
会
計
予
算

・
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
北
方
財
産
区
特
別

会
計
予
算

・
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
大
和
財
産
区
特
別

会
計
予
算

・
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
谷
汲
財
産
区
特
別

会
計
予
算

・
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
長
瀬
財
産
区
特
別

会
計
予
算

・
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
横
蔵
財
産
区
特
別

会
計
予
算

・
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
観
光
事
業
特
別
会

計
予
算

・
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
予
算

・
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算

・
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
杉
原
地
域
土
地
取

得
等
特
別
会
計
予
算

・
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
個
別
排
水
事
業
特

別
会
計
予
算

・
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
上
水
道
事
業
会
計

予
算

◎
平
成
１７
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正
予

算
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

主
な
内
容
は
、
勧
奨
退
職
に
よ
る
退
職
手

当
組
合
負
担
金
の
増
額
、
観
光
開
発
特
別
会

計
繰
出
金
の
増
額
の
他
、
事
業
内
容
の
確
定

や
入
札
差
金
、
事
務
費
の
節
減
に
よ
る
減
額

等
に
よ
り
、
総
額
４
億
７
５
０
０
万
円
の
減

額
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
年
度
内
の
執
行

見
込
み
を
勘
案
し
所
要
の
補
正
を
行
い
、
９

特
別
会
計
合
わ
せ
て
、
１
億
６
８
７
０
万
９

千
円
の
減
額
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
補
正
の
あ

り
ま
し
た
特
別
会
計
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
平
成
１７
年
度
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
直

診
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算

・
平
成
１７
年
度
揖
斐
川
町
谷
汲
中
央
診
療
所

特
別
会
計
補
正
予
算

・
平
成
１７
年
度
揖
斐
川
町
大
和
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算

・
平
成
１７
年
度
揖
斐
川
町
脛
永
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算

・
平
成
１７
年
度
揖
斐
川
町
谷
汲
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算

・
平
成
１７
年
度
揖
斐
川
町
北
部
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算

・
平
成
１７
年
度
揖
斐
川
町
観
光
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

・
平
成
１７
年
度
揖
斐
川
町
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

・
平
成
１７
年
度
揖
斐
川
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
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本定例会の一般質問の要旨をお知ら

せします。（紙面の都合上、質問および

答弁は要約しております。） 

問
坪
井

重
憲

議
員

災
害
時
に
お
け
る
飲
料
水
の
確

保
に
つ
い
て

本
年
２
月
に
は
、
直
下
型
地
震
が
２
度
発

生
し
て
お
り
、
町
で
は
震
度
４
と
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。
万
一
、
大
地
震
が
発
生
す
れ
ば
、

長
時
間
に
わ
た
る
停
電
、
道
路
や
橋
の
決
壊

等
が
予
測
さ
れ
、
飲
料
水
の
確
保
が
必
要
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
給
水
用
ポ
リ
タ
ン
ク
の
配
置
状

況
、
給
水
車
、
消
防
タ
ン
ク
車
等
、
飲
料
水

等
の
確
保
状
況
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

ま
た
、
上
水
道
、
簡
易
水
道
が
破
壊
さ
れ

た
場
合
、
有
効
と
な
る
自
家
水
道
や
昔
な
が

ら
の
手
動
式
ポ
ン
プ
が
町
内
に
は
い
く
ら
か

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
施
設
に
つ
い
て
町
内
全

域
を
調
査
し
、
防
災
マ
ッ
プ
に
掲
載
し
て
は

と
思
い
ま
す
が
、
ご
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

答

宗
宮

孝
生
町
長

当
町
に
お
け
る
配
置
状
況
は
、
タ
ン
ク
車

１
台
を
揖
斐
分
団
に
配
置
し
て
い
ま
す
。
給

水
用
の
ポ
リ
タ
ン
ク
の
配
置
状
況
は
、
上
水

道
第
２
水
源
池
に
５
０
０
リ
ッ
ト
ル
タ
ン
ク
が

８
個
、
そ
れ
か
ら
２０
リ
ッ
ト
ル
缶
が
２
０
０

個
、
ポ
リ
袋
１０
リ
ッ
ト
ル
用
が
、
１
０
０
０

袋
を
保
有
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、振
興
事
務
所
で
は
、谷
汲
に
２０
リ
ッ

ト
ル
缶
を
８０
個
、
春
日
に
２８
リ
ッ
ト
ル
缶
を

１０
個
、
春
日
モ
リ
モ
リ
村
で
２０
リ
ッ
ト
ル
缶

を
３０
個
、
藤
橋
、
坂
内
に
５
０
０
リ
ッ
ト
ル

タ
ン
ク
を
各
２
個
保
有
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
町
内
の
自
家
用
水
道
の
あ
る
場
所
、

現
役
の
手
く
み
ポ
ン
プ
の
あ
る
と
こ
ろ
の
調

査
及
び
防
災
マ
ッ
プ
へ
の
落
と
し
込
み
に
つ

い
て
は
、
日
常
使
用
し
て
お
り
ま
す
水
道
も
、

大
規
模
地
震
の
発
生
時
に
は
施
設
が
被
災
を

し
、生
活
に
必
要
な
水
を
得
ら
れ
な
い
と
い
っ

た
事
態
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
阪
神
・
淡
路
大

震
災
の
教
訓
で
は
、
被
災
地
の
生
活
用
水
と

し
て
一
般
家
庭
の
井
戸
水
が
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
災
害
時
の

飲
料
水
の
確
保
は
、
防
災
体
制
の
充
実
を
図

る
上
で
重
要
な
部
分
で
あ
る
と
十
分
認
識
を

し
て
お
り
ま
す
。

各
家
庭
の
井
戸
の
個
数
及
び
箇
所
に
つ
い

て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
す
べ
て
は
把
握
が
で

き
て
い
ま
せ
ん
が
、
揖
斐
川
地
区
と
谷
汲
地

区
に
つ
い
て
は
、
井
戸
水
を
所
有
す
る
民
家

が
あ
る
こ
と
は
確
認
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
他
の
地
区
に
お
い
て
は
、
谷
水
を

生
活
用
水
と
し
て
利
用
し
て
い
る
民
家
も
多

く
、
井
戸
を
所
有
す
る
民
家
は
少
な
い
と
思

わ
れ
ま
す
。

防
災
体
制
の
充
実
を
図
る
中
で
一
般
家
庭

の
井
戸
の
個
数
及
び
箇
所
を
調
査
し
、
把
握

す
る
こ
と
は
重
要
で
す
。し
か
し
、防
災
マ
ッ

プ
へ
の
掲
載
に
つ
い
て
は
、
災
害
時
に
被
災

者
が
一
斉
に
押
し
寄
せ
た
り
パ
ニ
ッ
ク
に
な

る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水

質
の
問
題
も
あ
り
ま
す
の
で
、
慎
重
に
検
討

を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
町
で
は
災
害
時
の
飲
料
水
の
確

保
に
つ
い
て
、
井
戸
水
以
外
に
も
保
存
水
に

よ
る
備
蓄
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
年
３
月
末

に
は
、
揖
斐
川
地
区
で
１．５
リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
２
、
１
０
０
本
の
う
ち
１
、
０
０

０
本
を
更
新
し
、
ま
た
谷
汲
で
は
７
２
０
本
、

春
日
・
久
瀬
地
区
で
は
各
３
２
０
本
、藤
橋
・

坂
内
地
区
で
は
各
１
６
０
本
を
整
備
す
る
予

定
で
す
。

問

町
営
住
宅
の
建
設
に
つ
い
て

町
広
報
で
、
緑
ヶ
丘
町
営
住
宅
の
募
集
要

項
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
入
居
者
自

身
が
風
呂
桶
、
風
呂
釜
を
準
備
し
て
く
だ
さ

い
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
若

い
人
た
ち
、
子
育
て
真
っ
た
だ
中
の
人
た
ち

は
、
き
ち
ん
と
設
備
が
整
っ
た
住
宅
で
な
け

れ
ば
、
入
居
を
希
望
し
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

階
段
し
か
な
い
２
、
３
階
建
て
で
は
な
く
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
も
考
え
た

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
付
き
の
５
、
６
階
建
て
の
高

層
住
宅
を
若
者
は
望
ん
で
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
町
営
住
宅
を
建
設
す
る
場
合
、
ど

の
よ
う
な
年
齢
層
、
家
族
構
成
を
主
眼
と
さ

れ
、
ま
た
品
質
を
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て

い
る
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

答

宗
宮

孝
生
町
長

当
町
に
お
け
る
町
営
住
宅
は
、
現
在
、
公

営
住
宅
と
し
て
１８
団
地
で
管
理
戸
数
３
１
７

戸
、
そ
の
う
ち
、
２
５
６
戸
が
入
居
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
と
し
て
は
７

団
地
で
管
理
戸
数
４９
戸
、
そ
の
う
ち
４７
戸
が

入
居
さ
れ
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
が
昭
和
３０

年
代
か
ら
４０
年
代
に
か
け
て
建
設
さ
れ
た
木

造
平
屋
建
て
が
多
く
、
耐
用
年
数
も
経
過
し

て
お
り
、
老
朽
化
も
進
ん
で
い
ま
す
。
適
切

な
居
住
空
間
を
確
保
し
て
い
く
上
で
、
建
て

議会だより
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替
え
等
整
備
を
計
画
的
に
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
営
住
宅
の
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

年
度
か
ら
北
方
奥
郷
町
営
住
宅
の
建
設
に
着

手
し
て
い
ま
す
。
本
年
１０
月
末
の
完
成
で
、

１２
月
か
ら
入
居
開
始
の
予
定
で
す
。

広
報
「
い
び
が
わ
」
２
月
号
で
一
般
公
募

を
行
い
ま
し
た
緑
ヶ
丘
町
営
住
宅
に
つ
い
て

は
、
昭
和
５９
年
度
か
ら
昭
和
６０
年
度
に
か
け

て
４
棟
５４
戸
を
建
設
し
た
も
の
で
す
。

建
設
当
時
の
設
備
は
入
居
者
自
身
が
風
呂

桶
及
び
風
呂
釜
を
設
置
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
８
年
か
ら
公
営
住
宅

制
度
が
改
正
さ
れ
、
平
成
１０
年
度
に
建
設
し

ま
し
た
島
町
営
住
宅
と
今
回
の
北
方
奥
郷
町

営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
住
戸
内
浴
室
は
高
齢

者
に
使
い
や
す
い
よ
う
手
摺
り
を
備
え
、
低

床
型
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
設
備
、
住
戸
内
便
所
及

び
部
屋
に
つ
い
て
も
高
齢
者
向
け
に
手
摺
り

を
備
え
、
各
部
屋
ご
と
の
床
も
段
差
を
な
く

し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
し
て
利
便
性
及
び
安

全
性
の
確
保
を
図
り
、
住
居
の
環
境
整
備
に

努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
北
方
奥
郷
町
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、

各
住
戸
の
玄
関
ド
ア
ホ
ン
を
警
報
表
示
付
イ

ン
タ
ー
ホ
ン
設
備
と
し
て
、
防
犯
面
で
安
全

性
の
確
保
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
公
営
住
宅
の
ス
ト
ッ

ク
活
用
の
必
要
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
敷

地
条
件
や
住
戸
、
住
棟
の
条
件
等
に
応
じ
建

て
替
え
事
業
を
考
え
、
一
方
で
は
少
子
・
高

齢
化
に
伴
い
、
人
口
の
流
出
防
止
及
び
若
者

の
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
等
を
受
け
入
れ
ら

れ
る
住
宅
、
高
齢
者
世
帯
が
安
全
・
快
適
に

住
め
る
良
質
な
住
宅
、
世
帯
人
員
３
人
か
ら

５
人
の
標
準
的
な
中
堅
層
世
帯
が
入
居
で
き

る
優
良
な
賃
貸
住
宅
の
整
備
を
進
め
、
更
に

市
街
地
に
お
い
て
適
切
な
立
地
条
件
を
考
え
、

１
階
は
高
齢
者
向
け
、
２
階
以
上
は
中
堅
層

世
帯
が
住
居
で
き
る
よ
う
な
高
層
住
宅
の
供

給
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
も
十
分
協
議
を

重
ね
な
が
ら
、
町
営
住
宅
の
建
設
計
画
を
検

討
し
ま
す
。

林

幹
夫

議
員

問

豊
富
な
薬
草
・
薬
木
を
活
用
し

た
町
の
活
性
化
対
策
に
つ
い
て

伊
吹
山
は
、
太
平
洋
と
日
本
海
の
気
象
が

交
差
す
る
こ
と
で
降
雨
、
降
雪
が
多
く
、
植

物
も
そ
の
影
響
を
受
け
て
多
種
多
様
な
草
木

が
混
在
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
薬
用
植
物
も

多
種
多
様
で
山
岳
で
修
行
し
て
い
た
先
達
に

よ
り
、
持
ち
込
ま
れ
た
山
野
草
が
根
付
き
、

我
が
国
で
も
有
数
の
薬
草
の
宝
庫
に
な
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

揖
斐
川
町
に
お
い
て
は
、
薬
草
園
と
し
て
、

旧
谷
汲
駅
の
そ
ば
に
あ
る
谷
汲
植
物
園
が
あ

り
ま
す
。ま
た
、春
日
地
区
で
は
薬
草
を
テ
ー

マ
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
モ
リ
モ
リ

村
に
は
薬
草
の
観
賞
園
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
年
は
第
１７
回
伊
吹
山
薬
草
サ

ミ
ッ
ト
が
揖
斐
川
町
で
行
わ
れ
る
計
画
と
な

っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
こ
の
貴
重
な
薬
草
、
薬
木
を
次
の

世
代
に
受
け
継
ぎ
、
併
せ
て
、
町
の
活
性
化

に
貢
献
で
き
る
施
設
と
し
て
「
道
の
楽
園
」

事
業
を
是
非
、実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
薬
草
・
薬
木
の
見
ら
れ
る
薬
用
植

物
園
の
設
置
で
す
が
、
構
想
と
し
て
は
、
町

内
の
観
光
の
拠
点
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
里

山
の
休
耕
田
な
ど
、
観
光
客
が
寄
り
つ
き
や

す
い
場
所
、
そ
し
て
豊
富
な
水
が
利
用
で
き

て
、
セ
リ
や
フ
キ
ノ
ト
ウ
な
ど
水
辺
の
薬
用

植
物
も
再
現
で
き
る
場
所
を
選
択
し
、
そ
こ

に
町
内
に
自
生
す
る
数
多
く
の
薬
草
や
薬
木

を
集
め
、
露
地
や
室
内
栽
培
で
野
生
に
近
い

姿
を
観
光
客
に
提
供
で
き
る
施
設
を
設
け
た

ら
ど
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
ご
意
見
を
伺
い

ま
す
。

次
に
、
体
験
と
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
る
観
光

施
設
で
す
が
、
構
想
と
し
て
は
、
地
域
の
特

性
を
生
か
し
て
遊
べ
る
施
設
と
し
て
、薬
草
・

薬
木
の
知
識
と
生
薬
の
利
用
に
か
か
わ
る
研

修
会
の
開
催
、
薬
草
の
花
を
使
っ
た
ド
ラ
イ

フ
ラ
ワ
ー
や
ペ
ン
ダ
ン
ト
な
ど
の
作
成
体
験
、

薬
草
と
山
菜
で
つ
く
る
料
理
や
木
工
教
室
の

体
験
、
水
辺
の
薬
草
と
あ
わ
せ
て
川
魚
が
観

賞
で
き
る
ビ
オ
ト
ー
プ
を
つ
く
り
、
こ
こ
で

の
渓
流
釣
り
の
体
験
な
ど
が
考
え
ら
れ
、
観

光
客
に
植
物
の
観
賞
と
体
験
型
の
遊
び
が
同

時
に
提
供
で
き
る
道
の
楽
園
を
つ
く
っ
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
以
上
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。答

宗
宮

孝
生
町
長

伊
吹
山
麓
は
、
古
来
か
ら
薬
草
の
宝
庫
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

春
日
モ
リ
モ
リ
村
で
は
、
薬
草
等
を
食
材

と
し
た
薬
膳
料
理
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
薬
草
風

呂
、
周
辺
に
は
８０
種
類
の
薬
草
を
植
栽
し
た

薬
草
園
等
を
備
え
て
い
ま
す
。
心
も
体
も
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
て
い
た
だ
け
る
食
と
健
康

の
拠
点
施
設
と
し
て
、
多
く
の
方
に
利
用
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
薬
草
の

普
及
・
保
護
を
図
る
た
め
、
身
近
な
薬
草
の

種
類
や
効
能
な
ど
に
関
す
る
薬
草
教
室
や
染

織
工
房
「
ア
ト
リ
エ
の
の
」
で
の
薬
草
染
め

体
験
、
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
春
日
で
は
薬
草
を
利

用
し
た
特
産
品
の
開
発
、
販
売
も
行
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
薬
草
の
歴
史
、
自
然
、
特
産

品
、
健
康
施
設
等
を
有
効
に
生
か
し
て
薬
草

の
多
角
的
な
活
用
に
つ
い
て
情
報
発
信
を
行

い
、
新
し
い
産
業
分
野
の
創
出
や
地
域
産
業

の
振
興
に
結
び
つ
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
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い
ま
す
。

今
年
の
８
月
９
日
に
は
第
１７
回
伊
吹
山
薬

草
サ
ミ
ッ
ト
を
当
町
で
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。「
薬
草
を
生
か
し
て
、
地
域
も
人

も
元
気
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
薬
草
を
活
用

し
た
健
康
産
業
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

薬
膳
料
理
の
提
供
、
薬
草
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

の
開
発
、
薬
草
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
等
に
よ

る
情
報
の
発
信
、
薬
草
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
等
に

よ
る
健
康
増
進
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
薬

草
や
薬
用
野
菜
（
レ
ッ
ド
ビ
ー
ト
、
シ
モ
ン
、

ヤ
ー
コ
ン
）
の
栽
培
に
あ
た
っ
て
休
耕
田
等

の
活
用
を
行
い
、
産
業
振
興
や
観
光
交
流
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ご
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
薬
草

木
の
観
ら
れ
る
道
の
楽
園
構
想
に
つ
い
て
も
、

貴
重
な
ご
提
案
と
し
て
、
薬
草
を
活
か
し
た

産
業
振
興
を
進
め
る
中
で
参
考
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

中
井

治
美

議
員

問

揖
斐
川
町
の
若
者
が
揖
斐
川
町
内

で
働
け
る
企
業
誘
致
に
つ
い
て

本
年
１
月
に
は
第
１
次
揖
斐
川
町
総
合
計

画
の
素
案
が
提
出
さ
れ
、
こ
の
た
び
揖
斐
川

町
第
１
次
総
合
計
画
基
本
構
想
案
が
提
示
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
中
に
町
の
機
能
構
成
で
は
、
市
街
地

ゾ
ー
ン
と
五
つ
の
山
村
生
活
ゾ
ー
ン
と
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
五
つ
の
山
村
生
活

ゾ
ー
ン
で
は
合
併
に
よ
り
若
者
の
就
職
先
が

減
少
さ
れ
ま
し
た
。
役
場
が
振
興
事
務
所
に

な
り
、
郵
便
局
は
民
営
化
に
よ
り
、
こ
の
先
、

職
員
増
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
農
協
も
機
器

の
導
入
に
よ
り
職
員
を
減
少
す
る
と
聞
い
て

い
る
現
状
の
中
で
、
山
村
生
活
ゾ
ー
ン
を
維

持
す
る
た
め
に
は
、
様
々
な
施
策
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
何
よ
り
も
若
者
が
地
域
で
働

け
る
仕
事
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
市

街
地
ゾ
ー
ン
に
生
活
す
る
に
は
、
す
な
わ
ち

旧
揖
斐
川
町
に
も
っ
と
多
く
の
働
く
場
所
づ

く
り
が
最
重
要
課
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

高
校
卒
業
生
並
び
に
大
学
卒
業
生
の
大
半
が

毎
年
町
外
で
就
職
さ
れ
、
人
口
減
少
が
進
ん

で
い
る
実
態
を
思
う
と
き
、
庁
舎
内
に
民
間

の
方
も
含
め
た
企
業
誘
致
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
調
査
研
究
を
し
て
、
具

体
的
な
方
策
を
立
て
、
地
域
住
民
の
協
力
の

も
と
で
実
行
す
る
こ
と
が
町
の
進
展
に
な
る

と
考
え
ま
す
が
、
町
長
の
ご
所
見
を
お
伺
い

し
ま
す
。

答

宗
宮

孝
生
町
長

本
議
会
に
提
案
し
て
い
ま
す
第
１
次
総
合

計
画
基
本
構
想
に
お
い
て
、
地
域
の
自
立
を

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
自
主
財
源
を
確
保
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
一
つ
に
は
若
者

の
雇
用
の
場
の
確
保
、
も
う
一
つ
に
は
、
法

人
・
町
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
税
収
の
増

加
が
期
待
で
き
る
た
め
、
定
住
人
口
の
維
持
、

地
域
の
活
力
を
高
め
る
た
め
の
重
要
施
策
と

し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
町
で

は
、
平
成
１７
年
の
初
め
に
行
っ
た
農
業
振
興

地
域
整
備
計
画
の
見
直
し
に
お
い
て
、
１
０

５
ヘ
ク
タ
ー
ル
程
の
農
地
を
農
用
地
か
ら
除

外
を
し
て
い
ま
す
。
企
業
が
進
出
し
や
す
い

よ
う
な
環
境
、
あ
る
い
は
住
宅
施
策
が
進
め

ら
れ
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

最
近
の
企
業
の
進
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ご
承
知
の
よ
う
に
、
北
方
地
内
の
イ
ビ
デ
ン

株
式
会
社
大
垣
北
事
業
場
の
増
設
及
び
市
場

地
内
の
紡
績
工
場
の
跡
地
へ
の
ア
ピ
株
式
会

社
の
進
出
に
よ
っ
て
、
税
収
の
増
加
と
１
０

０
０
人
を
超
す
規
模
の
雇
用
の
場
が
確
保
で

き
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
、
都
市
計
画
道

路
な
ど
主
要
幹
線
道
路
の
整
備
促
進
に
よ
る

交
通
ア
ク
セ
ス
の
向
上
や
、
平
成
１８
年
度
か

ら
工
事
に
着
手
す
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整

備
、
下
水
道
整
備
な
ど
を
進
め
、
立
地
環
境

を
充
実
し
て
い
く
と
と
も
に
、
各
種
の
企
業

の
立
地
動
向
の
把
握
、
工
場
設
置
奨
励
事
業

な
ど
の
優
遇
措
置
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
企
業
誘
致

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ご
提
案
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

に
つ
い
て
は
、
用
地
の
取
得
や
土
地
利
用
の

諸
手
続
な
ど
、
企
業
の
受
け
入
れ
条
件
を
整

備
す
る
際
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
も
必

要
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
当
面
は
情
報

の
収
集
と
町
の
特
性
で
あ
る
豊
富
な
水
資
源

を
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
、
企
業
立
地
環
境
の
充
実
、

企
業
誘
致
活
動
、
土
地
の
確
保
を
総
合
的
に

進
め
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
新
た
な
企

業
の
進
出
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

小
倉

昌
弘

議
員

問

福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
入

札
に
つ
い
て

旧
揖
斐
川
幼
稚
園
の
改
装
工
事
の
入
札
の

こ
と
で
す
が
、
こ
の
入
札
結
果
に
つ
い
て
業

者
、
ま
た
金
額
な
ど
を
報
告
願
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
入
札
は
、
全
業
者
が
入
札
を
拒
否

す
る
と
い
う
異
常
事
態
で
、
前
議
会
で
も
質

問
が
あ
り
、
県
に
も
相
談
に
行
っ
た
と
お
聞

き
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
未
だ
に
町
か
ら

議
会
に
も
住
民
に
も
何
も
説
明
が
あ
り
ま
せ

ん
。談

合
に
つ
い
て
も
調
べ
た
と
思
い
ま
す
が
、

議会だより
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前
回
の
談
合
疑
惑
の
と
き
の
質
問
に
は
、「
談

合
が
あ
っ
た
と
い
う
確
証
は
得
ら
れ
な
か
っ

た
。」こ
れ
は
助
役
さ
ん
の
答
え
で
す
が
、
確

証
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
談

合
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
す
。

疑
惑
の
ま
ま
で
す
。
今
回
は
し
っ
か
り
調
べ

ら
れ
て
、
談
合
が
本
当
に
な
か
っ
た
と
い
う

確
証
が
得
ら
れ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

答

宗
宮

孝
生
町
長

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
設
計
内
容
等
の

見
直
し
を
行
い
ま
し
て
、
本
年
２
月
１０
日
に

再
度
入
札
を
行
い
ま
し
た
。
入
札
の
結
果
に

つ
き
ま
し
て
は
、
指
名
業
者
１６
社
が
応
札
を

し
て
、
泉
左
官
住
設
株
式
会
社
が
２
８
３
５

万
円
で
落
札
し
て
い
ま
す
。

１
回
目
の
入
札
の
辞
退
に
つ
い
て
調
査
の

結
果
を
ご
報
告
し
ま
す
と
、
１１
月
２８
日
入
札

終
了
後
、
全
指
名
業
者
か
ら
積
算
内
訳
書
を

提
出
さ
せ
、
そ
の
後
、
辞
退
の
理
由
及
び
談

合
等
に
つ
い
て
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
調
査
の
結
果
、
辞
退
理
由
は
、
自
社

の
積
算
金
額
が
予
定
価
格
と
大
幅
に
か
け
離

れ
、
応
札
で
き
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

設
計
書
に
つ
い
て
は
、
県
の
住
宅
供
給
公
社

に
設
計
内
容
を
審
査
し
て
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
、
設
計
業
者
の
作
成
し
た
仕
様
書
及
び
図

面
に
不
明
確
な
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
、
適
正
な
積
算
が
困
難
で
あ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
再
度
設
計
内
容
の
見
直
し
を

行
い
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、

２
月
１０
日
、
２
回
目
の
入
札
を
行
い
ま
し
た
。

以
上
、
調
査
の
結
果
か
ら
、
全
指
名
業
者
が

辞
退
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
談
合
が
行
わ
れ

た
事
実
は
な
い
と
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

問

下
水
道
事
業
の
説
明
会
に
つ
い

て

今
度
１８
年
度
か
ら
始
ま
る
個
別
排
水
処
理

施
設
整
備
事
業
、
特
に
こ
れ
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
が
、
小
島
地
区
、
北
和
地
区
に
お

い
て
の
町
の
説
明
会
で
い
ろ
い
ろ
苦
情
を
聞

い
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
住
民
の
質
問
に
対
し

て
、
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
と
か
、
今
検
討

し
て
い
る
だ
と
か
、
ほ
と
ん
ど
の
質
問
に
明

確
な
回
答
が
さ
れ
ず
、
そ
の
う
ち
に
、
時
間

が
来
ま
し
た
の
で
終
わ
り
ま
す
と
い
う
説
明

会
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
お
り
ま
す
。

本
当
に
住
民
に
わ
か
っ
て
も
ら
う
た
め
に
説

明
会
を
開
い
て
い
る
の
か
。
こ
れ
は
、
私
は

今
ま
で
も
随
分
説
明
会
を
き
ち
っ
と
開
け
と

言
っ
て
き
ま
し
た
が
、
説
明
会
を
開
き
ま
し

た
と
い
う
既
成
事
実
を
つ
く
る
だ
け
の
説
明

会
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。
住
民
の
た
め
の

説
明
会
を
本
当
に
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
、

お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
揖
斐
川
町
行
政
改
革
大
綱
の
中
で

特
別
会
計
の
適
正
運
用
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。
料
金
等
の
適
正
化
と
事
業
経
費
の

削
減
に
よ
る
健
全
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
と

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
健
全
な
運
営
の
た
め

に
は
維
持
管
理
費
を
使
用
料
で
賄
う
と
い
う

こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
は
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
私
は

今
ま
で
も
言
っ
て
き
ま
し
た
が
、
他
の
下
水

道
事
業
、
本
当
に
維
持
費
を
賄
う
よ
う
に
な

れ
ば
二
、
三
十
万
、
も
っ
と
高
額
な
と
こ
ろ

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
は
っ
き
り
使
用
料
は

維
持
管
理
費
以
内
に
収
め
る
と
か
、
そ
う
い

う
こ
と
を
改
め
て
決
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
参
考
に
美
束
地
区
の
下
水
道
で

す
が
、
こ
こ
は
山
間
部
で
か
な
り
か
か
る
と

思
い
ま
す
が
、
維
持
管
理
費
は
幾
ら
ぐ
ら
い

を
想
定
し
て
い
る
の
か
。
事
業
を
進
め
る
上

で
必
要
な
こ
と
で
す
。
計
算
し
て
あ
る
と
は

思
い
ま
す
が
、
で
き
れ
ば
１
件
当
た
り
幾
ら

ぐ
ら
い
に
な
る
の
か
、
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

答

宗
宮

孝
生
町
長

説
明
会
の
内
容
と
し
て
は
、
平
成
１３
年
度

策
定
を
い
た
し
ま
し
た
下
水
道
基
本
構
想
か

ら
、経
済
情
勢
そ
の
他
の
条
件
の
変
更
に
よ
っ

て
平
成
１６
年
度
に
お
い
て
計
画
の
見
直
し
を

行
い
、
そ
の
見
直
し
の
経
過
か
ら
現
在
の
計

画
ま
で
に
つ
い
て
、
順
次
説
明
会
を
開
催
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
個
別
処
理
に
つ
き

ま
し
て
は
、
新
た
に
加
わ
っ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
大
き
な
計
画
の
変
更
の
内
容
の
一
つ
で

あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
住
民
の
皆
様
に

理
解
を
得
る
べ
く
順
次
説
明
会
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
が
、
説
明
の
方
法
な
ど
、
工
夫
の

必
要
な
部
分
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
今

後
も
鋭
意
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

な
お
、
説
明
方
法
等
に
つ
き
ま
し
て
は
下

水
道
課
長
か
ら
説
明
を
さ
せ
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

次
に
、
春
日
美
束
の
維
持
管
理
費
に
関
す

る
件
で
す
が
、
当
然
、
こ
の
事
業
は
適
正
な

料
金
を
い
た
だ
き
、
経
営
の
安
定
を
図
り
、

独
立
採
算
を
求
め
ら
れ
る
も
の
で
す
。
公
共

性
が
高
い
事
業
で
も
あ
り
、
当
初
か
ら
利
益

追
求
を
求
め
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

経
営
の
方
針
と
し
て
は
、
全
戸
数
の
加
入
し

た
段
階
に
お
い
て
、
初
め
て
独
立
採
算
が
可

能
と
な
る
料
金
設
定
と
し
て
い
ま
す
。

答

丸
山
参
与
兼
下
水
道
課
長
事
務
取
扱

現
在
行
っ
て
い
ま
す
説
明
の
内
容
と
し
ま

し
て
は
、
計
画
変
更
の
経
緯
、
そ
し
て
集
合

と
個
別
の
区
分
け
、
個
別
処
理
の
市
町
村
設

置
型
と
既
存
の
合
併
浄
化
槽
の
扱
い
、
ま
た
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加
入
申
し
込
み
の
時
期
、
方
法
、
ま
た
宅
内

排
水
工
事
等
に
つ
い
て
ご
説
明
を
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、
決
め
事
が
幾
つ
か
あ
り
ま
し
て
、

わ
か
り
に
く
い
こ
と
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま

す
。地

区
の
推
進
委
員
の
方
に
も
折
に
触
れ
説

明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
し
、
ま
た
窓
口
も

常
時
開
け
て
い
ま
し
て
、
お
気
軽
に
相
談
で

き
る
よ
う
な
体
制
を
整
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

先
ほ
ど
ご
質
問
の
中
で
、
時
間
で
す
と
い

う
よ
う
な
形
で
打
ち
切
っ
た
り
、
ま
た
説
明

会
を
し
た
と
い
う
よ
う
な
既
成
事
実
を
も
っ

て
開
催
を
し
た
つ
も
り
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
誤
解
が
あ
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
説
明
の
方
法
を

検
討
し
て
、
い
ろ
い
ろ
と
努
力
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

石
原

潤
一
郎

議
員

問

揖
斐
川
町
行
政
改
革
大
綱
に
つ
い

て

新
町
が
発
足
し
て
１
年
余
経
ち
ま
し
た
。

平
成
１７
年
度
は
合
併
初
年
度
と
い
う
こ
と
で
、

町
当
局
も
行
政
執
行
上
、
戸
惑
わ
れ
た
と
こ

ろ
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
行
政
に
対
し
て
の
停
滞
は
許
さ

れ
ま
せ
ん
。そ
の
よ
う
な
面
で
、こ
の
平
成
１８

年
度
に
お
い
て
は
、
新
揖
斐
川
町
の
ビ
ジ
ョ

ン
、
総
合
計
画
や
施
策
の
方
向
性
が
今
少
し

ず
つ
見
え
て
き
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
今
年
の
２
月
２４
日
に
住
民
サ

イ
ド
の
改
革
プ
ラ
ン
で
も
あ
り
ま
す
揖
斐
川

町
行
政
改
革
大
綱
が
答
申
を
さ
れ
ま
し
た
。

非
常
に
端
的
に
い
ろ
ん
な
改
革
事
項
が
記
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
、
２
点
程

ご
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
つ
は
、
組
織
の
改
革
に
つ
い
て
で
す
。

職
員
は
プ
ロ
化
を
求
め
ら
れ
て
、
そ
の
補
完

と
し
て
の
能
力
実
績
給
制
度
が
提
案
を
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
仕
事
だ
っ
た
ら
誰
に
も
負

け
な
い
、こ
の
仕
事
だ
っ
た
ら
誰
よ
り
も
知
っ

て
い
る
、
そ
う
い
う
職
員
を
育
て
て
い
く
。

そ
し
て
、
そ
の
評
価
も
き
ち
っ
と
で
き
る
。

そ
の
よ
う
な
役
場
に
す
る
た
め
に
、
改
革
大

綱
に
い
ろ
い
ろ
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
具
体

的
に
は
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
い
く
の
か
、

そ
れ
を
１
点
お
聞
か
せ
願
い
た
い
と
思
い
ま

す
。そ

れ
か
ら
、
施
策
に
お
い
て
は
、
町
長
の

所
信
表
明
等
で
い
ろ
い
ろ
具
体
的
に
見
え
て

は
き
た
と
思
い
ま
す
が
、
運
営
の
面
で
最
も

大
事
な
企
業
的
な
経
営
と
い
う
こ
と
が
行
政

改
革
大
綱
の
中
に
書
か
れ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
が
行
政
経
営
シ
ス
テ
ム
と
呼
ば
れ
る
シ
ス

テ
ム
で
す
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
今
後
ど
う

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
も

お
聞
か
せ
を
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
運
営
に
関
し
て
で
す
が
、
当
町
に
は
観

光
を
目
的
と
し
た
公
営
事
業
、
財
団
、
出
資

団
体
等
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後
、
ど
の
よ
う

に
運
営
さ
れ
て
い
く
の
か
、
町
長
の
お
考
え

を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

答

宗
宮

孝
生
町
長

本
町
の
目
指
し
ま
す
職
員
像
を
、急
激
に
変

化
す
る
社
会
情
勢
と
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー

ズ
に
的
確
か
つ
迅
速
に
対
応
し
、
自
ら
課
題

を
見
つ
け
、
成
長
し
続
け
る
自
立
型
プ
ロ
職

員
と
し
て
行
政
大
綱
に
明
記
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
実
現
の
た
め
に
、
現
在
、
人
材
育
成
基

本
方
針
や
職
員
研
修
計
画
を
策
定
中
で
す
。

こ
の
中
に
は
、
職
員
が
育
つ
研
修
制
度
の
充

実
、
職
員
が
育
つ
人
事
制
度
の
構
築
、
職
員

が
育
つ
組
織
・
風
土
の
改
革
を
最
重
要
課
題

と
し
て
推
進
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
階
級
に
応

じ
た
研
修
や
各
部
門
に
お
け
る
専
門
研
修
の

実
施
、
採
用
か
ら
一
定
期
間
を
能
力
育
成
期

間
と
し
た
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
構
築
、

す
な
わ
ち
職
員
に
多
く
仕
事
を
経
験
さ
せ
、

人
材
育
成
計
画
に
基
づ
い
た
異
動
を
行
う
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

現
在
は
、
毎
朝
各
課
で
朝
礼
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
職
員
の
資

質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
平
成
１８
年
度
予
算

に
お
い
て
、
評
価
研
修
や
コ
ー
チ
ン
グ
な
ど

の
職
員
研
修
事
業
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
職
員
の
評
価
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

は
、
平
成
１７
年
度
の
人
事
院
勧
告
に
お
い
て
、

年
功
型
か
ら
職
務
・
職
責
に
応
じ
た
俸
給
構

造
へ
の
転
換
や
、
勤
務
実
績
を
反
映
し
た
昇

給
制
度
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

目
標
管
理
成
果
と
行
動
評
価
に
よ
る
職
員
評

価
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
事
院
勧
告

の
的
確
な
運
営
が
図
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

行
政
経
営
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
つ
き
ま
し

て
は
、
地
方
分
権
、
三
位
一
体
の
改
革
が
推

進
を
さ
れ
る
中
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
お

け
る
国
際
的
な
基
準
等
を
踏
ま
え
た
民
間
的

な
公
の
会
計
制
度
の
整
備
・
検
討
、
あ
る
い

は
地
方
債
の
許
可
制
か
ら
協
議
制
へ
の
移
行
、

市
場
化
テ
ス
ト
等
、
新
た
な
課
題
が
出
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
新
た
な
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
住
民
と
の
協
働
に
よ
る
行
政
経
営
が
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
積
極

的
に
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
財
団
や
第
三
セ
ク
タ
ー
等
の
運
営

に
つ
い
て
は
、
平
成
１８
年
度
に
お
い
て
、
外

部
監
査
に
よ
る
経
営
の
評
価
を
実
施
し
、
経

営
の
課
題
の
抽
出
や
経
営
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
、
人
件
費
な
ど
の
経
常
的
経
費
の

削
減
や
効
率
的
な
経
営
方
策
の
見
直
し
、
統

廃
合
を
含
め
た
団
体
の
あ
り
方
な
ど
、
地
域

議会だより
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振
興
面
と
併
せ
た
検
討
を
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問

物
品
購
入
等
の
入
札
制
度
に
つ
い

て

平
成
１８
年
度
、
新
町
の
総
合
計
画
に
基
づ

い
て
大
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
い
ろ
い
ろ
立

ち
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
住
民
の
利
便
性
・

快
適
性
か
ら
い
っ
て
も
必
要
な
こ
と
で
、
定

住
化
対
策
と
し
て
も
有
効
な
こ
と
だ
と
は
思

い
ま
す
が
、
そ
の
予
算
が
な
る
べ
く
町
内
の

い
ろ
ん
な
業
態
に
還
元
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
効

果
は
ま
た
一
段
と
大
き
く
な
る
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
税
金
を
使
う
の
で
す
か
ら
、
公

正
に
少
し
で
も
安
く
予
算
執
行
が
な
さ
れ
な

く
て
は
な
ら
な
い
わ
け
で
す
が
、
町
内
に
は

い
ろ
ん
な
業
態
が
ご
ざ
い
ま
す
。

今
現
状
を
見
ま
す
と
、
あ
ら
ゆ
る
業
態
が

少
な
く
な
っ
て
い
て
、
業
態
に
よ
り
ま
し
て

は
今
後
の
見
通
し
が
立
た
な
い
よ
う
な
現
状

を
考
え
ま
す
と
、
町
独
自
の
予
算
執
行
の
場

合
に
お
い
て
は
、
地
元
産
業
の
育
成
と
い
う

こ
と
な
ど
を
考
慮
に
入
れ
ま
し
て
、
物
品
購

入
、
入
札
業
者
や
下
請
業
者
へ
の
指
導
等
も

適
正
に
、
な
る
べ
く
町
内
の
業
者
を
優
先
す

る
こ
と
が
肝
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

現
状
の
町
の
入
札
シ
ス
テ
ム
が
ど
の
よ
う
に

さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
改
め
て
こ
れ
か
ら

ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
お
つ
も
り
が
あ
る
の
か
、

町
長
の
方
針
を
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

答

宗
宮

孝
生
町
長

現
在
の
町
の
入
札
制
度
に
つ
い
て
ご
説
明

し
ま
す
と
、
最
も
多
く
使
用
し
て
い
ま
す
指

名
競
争
入
札
に
つ
い
て
、
揖
斐
川
町
で
は
建

設
工
事
請
負
業
者
選
定
要
領
を
定
め
て
い
ま

す
。そ

の
要
領
に
基
づ
い
て
指
名
業
者
の
選
定

を
行
っ
て
お
り
、
選
定
要
領
は
、
工
事
の
規

模
及
び
業
種
に
よ
っ
て
業
者
の
格
付
を
行
い
、

該
当
す
る
業
者
の
中
か
ら
、
過
去
の
実
績
、

施
工
能
力
、
経
営
状
況
、
地
理
的
要
件
を
加

味
し
、
選
定
を
行
う
こ
と
を
規
定
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
地
元
業
者
の
優
先
と
い
う
こ
と
で
、

合
理
的
な
施
工
及
び
地
域
産
業
の
発
展
を
図

る
た
め
、
町
内
業
者
、
特
に
地
元
業
者
を
優

先
的
に
選
定
す
る
と
規
定
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
既
に
こ
う
し
た
選
定
委
員

会
に
お
い
て
、
加
味
し
な
が
ら
選
定
し
て
い

る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。こ

れ
は
、
工
事
に
限
ら
ず
業
務
委
託
や
物

品
購
入
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

下
請
業
者
の
指
導
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

岐
阜
県
に
お
い
て
発
注
さ
れ
る
工
事
に
つ
い

て
、
下
請
契
約
を
締
結
す
る
場
合
に
は
、
県

内
本
店
業
者
の
中
か
ら
選
定
す
る
よ
う
努
め

る
こ
と
と
特
記
仕
様
書
に
お
い
て
記
述
が
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
町
に
お
い

て
も
地
元
業
者
の
育
成
・
確
保
の
た
め
に
も

検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
３
回
臨
時
会

第
３
回
揖
斐
川
町
議
会
臨
時
会
が
、
３
月

２７
日
（
月
）
に
開
催
さ
れ
、
次
の
と
お
り
議

決
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
平
成
１７
年
度
揖
斐
川
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

下
水
道
事
業
の
計
画
変
更
に
よ
り
繰
越
明

許
費
が
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

次
の
工
事
に
つ
い
て
、
工
事
請
負
契
約
を

締
結
す
る
こ
と
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

・
清
水
地
区
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
土
木

建
築
工
事

・
特
環
公
共
下
水
道
事
業

管
渠
（
推
進
）

工
事

・
北
和
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業
管
路
施
設

工
事

Ｈ
１７－
３
工
区

・
北
和
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業
管
路
施
設

工
事

Ｈ
１７－

４
工
区

議
会
活
動
報
告

３
月

７
日

第
２
回
定
例
会
（
初
日
）

７
日

第
１
回
予
算
特
別
委
員
会

８
日

第
２
回
総
務
文
教
常
任
委
員
会

９
日

第
２
回
健
康
福
祉
常
任
委
員
会

１０
日

第
１
回
下
水
道
特
別
委
員
会

・
合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
事
業
に
つ
い

て

１３
日

第
２
回
産
業
建
設
常
任
委
員
会

１４
日

第
２
回
定
例
会
（
２
日
目
）

１５
日

第
２
回
定
例
会
（
３
日
目
）

２７
日

第
３
回
臨
時
会

３１
日

第
１
回
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会

・
徳
山
ダ
ム
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

IBIGAWA 2006 JUNE
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平成１８年度 基本健康診査日程表
健康づくりは自分の体を知ることから� 年に１回は健康チェックを行いましょう★
４０歳になったら、まずはお申し込みください！！

☆希望調査で申し込みをされた方には５月末に受診票をお送りします。受診票を持って受診してください。
☆新規の方は、揖斐川保健センター（℡２３－１５１１）までお申し込みください。
☆揖斐川町内ならどこの地区でも受診できます。

肝炎ウイルス検査
☆基本健診と同時に行います。事前の申し込みは必要ありません。
☆過去に肝炎検査を受けたことのない方はぜひ受診してください。

★お申し込み、お問い合わせは揖斐川保健センター（℡２３－１５１１）まで

基本健診の受診者で、４０・４５・５０・５５・６０・６５・７０歳の方

問診、C型肝炎ウイルス検査（HCV抗体検査）、Ｂ型肝炎ウイルス検査（HBs抗原検査）

検診料およそ３，５００円の内、５００円自己負担

対象

検診項目

料金

医療機関への予約

医療機関への予約は必要ありません。

揖斐厚生病院健診センター
（℡２１－１１８１）へ予約してください。

※町内医院：いびレディースクリニック、笠原内科、神田外科医院、小林医院、
竹中医院、のだ医院、野原クリニック、はっとり整形外科

医療機関への予約は必要ありません。

医療機関への予約は必要ありません。

６月～７月に、直接診療所へ予約してくださ
い。（申し込み先℡５８－００１１）

医療機関への予約は必要ありません。

医療機関への予約は必要ありません。

受付時間

午前中の
診療時間内

午後の
予約した時間

１３：３０～１４：３０

診療時間内

診療時間内

１３：００～１３：３０

午前中の
診療時間内

８：３０～１０：００

９：００～１０：００

実施機関

※町内医院

揖斐厚生病院
健診センター

要予約

谷汲
保健センター

長瀬診療所

横蔵診療所

久瀬診療所

春日診療所

要予約

坂内国保診療所

藤橋国保診療所

日程

６月（６５歳以上）
７月（４０歳～６４歳）

７月
４・６・７・１４・
２１・２５・２７日

７月中

７月中

６～９月の
毎週火曜日

（８月１５日を除く）

６～９月

６月２・５・６・８
・９・１２・１３日

６月６・１３・２０・２７日
７月４・１１・１８・２５日

揖斐川

谷汲

久瀬

春日

坂内

藤橋

４０歳以上で他で健診を受ける機会のない方

問診、身体計測、聴打診、血圧測定、尿検査、血液検査（貧血、脂質、肝機能、腎機能、血糖）
［※医師が必要と判定した人のみ心電図、眼底、ヘモグロビンA１cの検査］
追加項目：６５歳以上のみアルブミン検査、生活機能評価

健診料およそ１１，０００円の内、９００円自己負担

対象

健診項目

料金
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「はぐくみ広場」開催のお知らせ

揖斐川町では、言葉の増えがゆっくりなお子さんや、よく動いて落ち着きがないお子さんなど、同じ年齢の子と
比べて成長発達がゆっくりなお子さんを対象に下記の日程で「はぐくみ広場」を開催させていただきます。
楽しい遊びを通じてお子さんの理解を深め、発達をうながす関わり方を教えてもらう内容で実施します。
先生は、子どもの成長・発達の専門家です。日ごろの悩みや気になることを相談することができますので、希望

される方は申し出てください。

＜対象者＞

言葉が遅い、落ち着きがない、お子さんとのやりとりが難しいなど、子どもさんの成長発達が他の子と比べて

遅いのではないかと悩んでいる方

＜申し込み＞

参加を希望される方はお電話でお申し込みください。

揖斐川保健センター 電話 ２３－１５１１

＊ ご不明な点がありましたら揖斐川保健センター保健師までお問い合わせください。

６月の献血のお知らせ

■期日 ６月１０日（土）

■時間 １０：００～１４：３０

■場所 揖斐川町健康広場

（ＮＨＫ健康フェア）

■期日 ６月２０日（火）

■時間 １０：３０～１３：００

■場所 イビデン大垣北工場

■期日 ６月２０日（火）

■時間 １４：００～１６：３０

■場所 東神電気

■期日 ６月２６日（月）

■時間 １０：００～１２：００

■場所 坂内振興事務所

■期日 ６月２６日（月）

■時間 １３：３０～１６：００

■場所 水資源機構

徳山ダム建設所

車庫

皆さんのあたたかいご協力

をお待ちしています。

不正大麻・けし撲滅運動実施中！！

６月３０日（金）まで

あなたの庭のけしは、大丈夫ですか？

けしには「植えても良いけし（ヒナゲシ、ポピー

など）」と「悪いけし」があります。

県内でも毎年、違法と知らずに「植えては悪いけ

し」を庭に植えていたり、自生しているものも多数

発見されています。

大麻や「植えてはいけないけし」を見つけたら、

西濃保健所揖斐センター（ＴＥＬ３２－１５３０）

または警察署にご連絡ください。

≪受付時間≫ ９：３０～

≪活動時間≫ １０：００～１１：３０

≪内 容≫ 親子遊び、相談（希望者）

≪会 場≫ 揖斐川保健センター

≪指 導 者≫ 安藤 澄江 先生

≪スタッフ≫ 保育士、保健師

日程に変更がある場合はご連絡します

※ 途中からの参加、１回だけの参加でもかまいません。

※ お母さんのみの参加や相談のみでも大歓迎です。

日にち

６月１６日（金）

８月１８日（金）

９月１５日（金）

１１月１７日（金）

１２月１５日（金）

２月１６日（金）

３月１６日（金）
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い
び
が
わ
新
着
図
書
紹
介

一

般

書

世
界
の
国
旗
と
国
章
大
図
鑑

平
凡
社

図
解
よ
く
わ
か
る
消
防
設
備

実
業
出
版
社

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
裁
判
員
制
度

法
学
書
院

地
質
図
の
知
識

オ
ー
ム
社

知
ら
れ
て
い
な
い
原
油
価
格
高
騰
の
謎

技
術
評
論
社

明
治
立
志
編

広
木
晴
夫

文
藝
社

こ
の
国
の
け
じ
め

藤
原
正
彦

文
芸
春
秋
社

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
は
じ
め
よ
う

ア
イ
企
画

日
本
よ

再
び

石
原
慎
太
郎

産
経
新
聞

介
護
予
防
の
た
め
の
健
康
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

久
野
譜
也

成
美
堂
出
版

あ
な
た
の
た
め
の
食
べ
る
食
育
イ
ン
プ
レ
ス

最
近
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
実
例
＆
実
践

学
研

魔
法
の
お
や
つ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

講
談
社

お
う
ち
で
野
菜
作
り

日
経
Ｂ
Ｐ
社

切
り
絵
の
世
界

中
国
剪
紙

青
幻
舎

日
本
の
登
山
家
が
愛
し
た
ル
ー
ト

東
京
新
聞

こ
れ
か
ら
論
文
を
書
く
若
者
の
た
め
に

酒
井
聡
樹

共
立
出
版

こ
こ
ろ
の
座
標
軸

犬
飼
道
子

婦
人
之
友
社

楽
し
い
読
み
聞
か
せ

全
国
学
校
図
書
館
協
議
会

図
解
あ
な
た
の
運
命

桜
井
秀
勲

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

現
代
韓
国
社
会
を
知
る
た
め
の
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク

韓

均
子

明
石
書
店

そ
の
マ
ナ
ー
、
ヘ
ン
で
す
よ

土
田
万
里
子

ア
ー
ク
社

教
師
を
め
ざ
す
人
の
た
め
の
青
年
心
理
学

伊
藤
直
樹

学
陽
書
房

不
登
校
か
ら
の
旅
立
ち
今
泉

博

旬
報
社

保
育
用
語
辞
典

谷
田
貝
公
昭

一
芸
社

世
界
の
国
歌

国
歌
研
究
会

ワ
ニ
マ
ガ
ジ
ン
社

ア
ユ
の
友
釣
り
最
先
端

横
塚
鴻
一

学
研

ほ
か

児

童

書

ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
の
な
ぞ
な
ぞ

１
・
２
・
３
年
生

集
英
社

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
と
ア
ン
デ
ル
セ
ン

中
野
京
子

さ
・
え
・
ら
書
房

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
へ
よ
う
こ
そ

イ
エ
ジ
・
ボ
ト
ル

小
学
館

ほ
か

た
に
ぐ
み
新
着
図
書
紹
介

一

般

書

眠
れ
ぬ
真
珠

石
田
衣
良

新
潮
社

三
日
月
が
円
く
な
る
ま
で

宇
江
佐
真
理

角
川
書
店

棄
霊
島

上
・
下

内
田
康
夫

文
芸
春
秋

ミ
ー
ナ
の
行
進

小
川
洋
子

中
央
公
論
新
社

夜
の
公
園

川
上
弘
美

中
央
公
論
新
社

無
痛

久
坂
部
羊

幻
冬
舎

焼
き
そ
ば
う
え
だ

さ
く
ら
も
も
こ

小
学
館

児

童

書

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー

マ
ー
テ
ィ
ン
・
リ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト

鈴
木
出
版

や
っ
た
ね
！
へ
ん
て
こ
ラ
イ
オ
ン

長

真
太

小
学
館

ほ
か

岐
阜
県
図
書
館
の
本
が
こ
こ
で
返
却
で
き
ま
す
。

岐
阜
県
図
書
館
で
借
り
た
本
を
揖
斐
川

図
書
館
か
ら
返
却
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

揖
斐
川
図
書
館
の
返
却
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
で

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
た
だ
く
場
合
は
県
図
書
館
の
貸

出
カ
ー
ド
と
返
却
期
限
票
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
図
書
館
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

親
子
読
書
・
幼
児
読
書
合
同
研
修
会
開
催

と
き

６
月
９
日
（
金
）

午
後
１
時
３０
分
か
ら
３
時

と
こ
ろ

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

第
２
会
議
室

講
師

絵
作
家

樋
口
通
子

先
生

演
題

「
本
が
子
ど
も
に
与
え
る
も
の
」

受
講
希
望
の
方
は
６
月
７
日（
水
）ま
で

に
揖
斐
川
図
書
館
（
２
２
‐
０
２
１
９
）

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
１８
年
度
揖
斐
川
町
学
校
図
書
館
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
募
集

読
書
活
動
や
調
べ
学
習
の
拠
点
と
し
て

重
要
な
役
割
を
持
つ
学
校
の
図
書
館
の
環

境
整
備
な
ど
の
推
進
を
目
的
と
し
て
活
躍

す
る
人
材
を
広
く
求
め
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
は

１．

図
書
の
整
理

２．

学
校
図
書
館
の
環
境
整
備

３．

教
員
、
保
護
者
に
対
す
る
「
読
み
聞

か
せ
」
講
習
な
ど

４．

そ
の
他
学
校
図
書
館
や
、
地
域
ぐ
る

み
の
読
書
活
動
の
充
実
に
関
す
る
こ

と

な
ど
図
書
館
関
係
の
先
生
方
と
連
携
し
て

活
動
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
揖
斐
川
図
書
館
ま
で

「
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
ス
タ
ー
ト
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

町
で
は
３
、
４
ヶ
月
児
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
に
絵
本
を
手
渡
し
、
よ
み
き
か
せ

を
実
践
し
て
も
ら
う
運
動
を
進
め
て
い
ま

す
。毎

月
第
２
木
曜
日
午
後
１
時
半
〜
３
時

迄
、
ご
協
力
願
え
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

※

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
揖
斐
川

図
書
館
ま
で
（
２
２
‐
０
２
１
９
）

と
き

６
月
３
日
（
土
）

午
後
２
時
か
ら

大
き
い
絵
本

「
ぐ
る
ん
ぱ
の
よ
う
ち
え
ん
」

カ
ッ
プ
シ
ャ
タ
ー

「
一
寸
法
師
」

揖
斐
川
図
書
館

お
話
の
部
屋
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五
月
三
日
（
祝
）
に
「
第
十
四
回

飛
騨
・
美
濃
歌
舞
伎
大
会
２
０
０
６
い
び
が
わ
」
が
、
西
濃
地
域
で
初
め
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

飛
騨
・
美
濃
歌
舞
伎
大
会
で
は
、
「
乙
原
歌
舞
伎
」、「
揖
斐
子
供
歌
舞
伎
」
の
二
つ
の
歌
舞
伎
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

乙
原
歌
舞
伎

乙
原
歌
舞
伎
は
安
政
の
頃
、
四
国
の
薬
売
り
が
乙
原
村

（
現
揖
斐
川
町
乙
原
）
に
泊
ま
り
、
夜
に
な
る
と
村
人
を

集
め
、
豆
人
形
歌
舞
伎
を
見
せ
た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

時
代
や
役
者
な
ど
の
事
情
に
よ
り
衰
退
や
復
活
が
あ
り

ま
し
た
が
、
乙
原
歌
舞
伎
保
存
会
を
設
立
し
三
年
に
一
度
、

五
月
三
日
の
祭
礼
で
上
演
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
「
一
谷
嫩
軍
記

熊
谷
陣
屋
の
段
」
を
公
正
公

民
館
で
上
演

し
ま
し
た
。

揖
斐
子
供
歌
舞
伎

享
保
期
、
文
化
期
の
祭
礼
図
に
、
祭
り
の
様
子
や
屋
台

の
舞
台
が
描
か
れ
、
現
在
の
芸

の
原
型
と
な
っ
て
い
ま

す
。�

揖
斐
祭
子
供
歌
舞
伎
�
は
明
治
二
十
年
に
上
演
さ
れ

た
の
を
機
に
子
供
歌
舞
伎
が
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。飛

騨
・
美
濃
歌
舞
伎
大
会
で
は
、
揖
斐
祭
り
に
お
い
て

鳳
凰

で
演
じ
ら
れ
る
「
鎌
倉
三
代
記

三
浦
別
れ
の

段
」
を
、
下

町
の
子
ど
も

た
ち
に
よ
っ

て
揖
斐
川
町

中
央
公
民
館

で
上
演
し
ま

し
た
。

新新
茶茶
試試
飲飲
体体
験験
のの
ごご
案案
内内

今
年
も
新
茶
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
揖
斐
川
歴

史
民
俗
資
料
館
で
は
、
新
茶
の
美
味
し
い
入
れ
方
な
ど
生

産
者
の
方
に
教
え
て
い
た
だ
き
、
新
茶
を
じ
っ
く
り
と
味

わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
日
時

六
月
二
十
五
日
（
日
）

午
前
十
時
か
ら
十
二
時
ま
で

■
場
所

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

実
習
室

■
定
員

十
名

■
参
加
費

無
料

■
申
し
込
み

揖
斐
川
歴
史
民
俗

資
料
館

（
２
２－

５
３
７
３
）

木木
工工
展展
をを
ごご
覧覧
下下
ささ
いい

春春
日日
森森
のの
文文
化化
博博
物物
館館

揖
斐
川
町
は
緑
豊
か
な
森
林
を
有
し
、
き
れ
い
な
水
、

澄
ん
だ
空
気
、
美
し
い
景
色
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
そ
の
森
林
の
木
を
活
か
し
て
彫
り
物
や
、
盆
や
椀
な
ど

を
作
っ
て
い
る
方
々
に
出
品
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
期
日

７
月
中
旬
〜
９
月
上
旬

■
場
所

春
日
森
の
文
化
博
物
館

（
春
日
美
束

長
者
の
里
）

■
内
容

町
内
外
の
方
々
の
木
を
生
か
し
た
作
品
な
ど
を

展
示
し
ま
す
。

皆
さ
ん
ご
鑑
賞
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

IBIGAWA 2006 JUNE21



あ
た
た
か
い
善
意

揖
斐
川
尚
和
園
へ

窪
田
猛
男
さ
ん
（

永
）

野
菜

牧
村
さ
ん
（
房
島
）

野
菜

細
川
さ
ん
（
大
野
町
）

野
菜

谷
汲
あ
ら
れ
の
里
（
谷
汲
）
あ
ら
れ

平成18年4月届出分

広報掲載希望の方は届出の際、窓口にて

「広報掲載申込書」をお出しください。

〈平成１８年５月１日現在〉

町税などの納期限のお知らせ

５月３１日（水）は 国民健康保険税（１期分）の、
６月３０日（金）は 町（県）民税（１期分・全納）、国民健康保険税（２期分）、

介護保険料（２期分）の納期限です。

納め忘れのないように、早めに納めましょう。

また、口座振替で納付されている方は、納期限前日までに預貯金の確認と入金をお

願いします。

※町税などの納付は安全で便利な口座振替で！

婚姻 ～幾久しくお幸せに～
妻

長田真由美 （静岡市）

野原 町子 （東瀬古）

西口 真美 （岐阜市）

毎熊 久美 （津島市）

清水小百里 （神戸町）

馬渕 琴衣 （神戸町）

夫

林 卓信 （北方４区）

大野 秀也 （南方）

門輪 照明 （表山）

市田 拓也 （清水）

松田 武則 （溝口）

岩井 寿徳 （黒田）

出生 ～お誕生おめでとう～
赤ちゃん
あや ね

絢 音
まほろ
たつ き

幸 樹
な つき

菜 月
りく と

睦 翔
し ほ

志 帆
ゆう か

優 花
あきな
み なみ

岬 波
ゆ あん

祐 杏
あさ と

朝 登

お母さん
友 美
由 加
真理子
亜 希
紀代美
美智子
奈緒美
亜希子
千 絵
佳 奈
知 美

お父さん
河合 真二
後藤 敦士
加納健一朗
丹� 弘和
�橋 秀和
細野 秀明
安藤 一成
宮川 貴広
清水 淨規
國枝 優樹
中田 朗

地 区
北 方 ３ 区
大 和 台
下 町
七 間 町
東 瀬 古
中 瀬 古
北 瀬 古
出 屋 敷
谷 汲 深 坂
谷 汲 岐 礼
西 津 汲

死亡 ～おくやみ申し上げます～
年 齢

９５
９４
７４
６９
７８
６７
７４
８１
９０
８４
９１
９１
８１
７１
４６
８２

氏 名

野田よ�ゑ
�野すゞゑ
河路 光子
渡邊 芳子
末守 文子
坪井 良子
�野 繁男
岩井 清枝
窪田 定子
松永 義一
森 一一
小寺�ゆき
堀 照子
安藤 園雄
山本 明見
竹中 秋好

地 区

北 方 ５ 区
房 島 １ 区
七 間 町
前 島
志 津 山
新 栄 町
上 野
黒 田
和 田
谷 汲 深 坂
谷 汲 長 瀬
春 日 香 六
東 津 汲
小 津
小 津
西 津 汲

世帯数（対前月比）
８，１３７（±０）
５，５３７（－４）
１，０９２（＋４）
５８９（－１）
４７１（±０）
１８９（－２）
２５９（＋３）

女
１３，６０６
９，６４２
１，９１７
８２５
７４０
１７８
３０４

男
１２，５３４
８，９８９
１，７５７
７１５
６４４
１８０
２４９

人口（対前月比）
２６，１４０（－２６）
１８，６３１（－３）
３，６７４（－８）
１，５４０（－５）
１，３８４（－８）
３５８（－４）
５５３（＋２）

合計
揖斐川地区
谷汲地区
春日地区
久瀬地区
藤橋地区
坂内地区
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東横山地内で地すべり
揖斐川町東横山地内の町道藤橋下山線で小規模な土砂崩れを発見以来、町では町道を通行止めとし、国土交通

省越美山系砂防事務所、岐阜県揖斐土木事務所が監視を続けてきましたが、５月１２日から１３日にかけて大規模な

地すべりが発生しました。崩落した土砂により揖斐川を半分ほど塞いでいる状況です。

５月１４日には古田知事が現地を視察され、町長が現状報告を行い、早期の対応を要望しました。

現地は、小康状態ですが、さらなる崩壊の可能性が残っていますので、現場や下流の河川に近寄らないよう十

分注意してください。

古田知事による視察地すべり現場（揖斐川町東横山 平成１８年５月１４日撮影）

Information Room
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地域包括支援センターが介護予防の拠点となります

介護保険の相談・申請窓口が地域包括支援センターに変わりました
どのようなことでもお気軽にご相談ください

高齢者の方が住み慣れた地域で、その人らしい生活を送るためには、介護保険、介護予防のサービスを

はじめ、福祉、保健、医療、権利擁護などさまざまな支援が、包括的・継続的に提供される必要がありま

す。そこで、高齢者の方の生活を支える総合機関として、新しく地域包括支援センターが設置されました。

主な役割

�介護予防ケアマネジメント
介護予防対象者の介護予防ケアプランの策定、評価などを行いま

す。

�地域支援の総合相談
介護保険だけではなく、さまざまな制度や地域資源との連携によ

る、総合相談・支援を行います。

�権利擁護、虐待の早期発見・防止
高齢者の方の人権や財産を守る権利擁護事業の拠点として、成年

後見制度の活用促進や虐待の早期発見・防止を進めます。

�ケアマネジメント支援
包括的・継続的なケアマネジメントが行われるよう、地域のケアマネジャーの後方支援を行います。

＊当センターでは、６５歳以上の方を対象に、民生委員さんの協力を得て実態把握調査を行います。（民生

委員さんは厚生労働大臣が委嘱した方で、守秘義務があります。お話された内容が他に漏れることはあ

りませんのでご安心ください。）

※電 話 ：０５８５－２３－１３４１（ＦＡＸ２３－１９６７）

※場 所 ：揖斐川町上南方１９３番地 福祉総合支援センター（旧揖斐川幼稚園内）

Information Room
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平
成
１８
年
４
月
１
日
か
ら

児
童
手
当
制
度
が
小
学
校
６
年
生
ま
で
拡
充
さ
れ
ま
し
た

児
童
手
当
制
度
の
目
的

児
童
手
当
制
度
は
、
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
に
手
当
て
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
家

庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定
と
、
次
代
の
社
会

を
に
な
う
児
童
の
健
全
な
育
成
お
よ
び
資
質

の
向
上
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

拡
充
の
内
容

●
支
給
年
齢
の
拡
大

小
学
校
３
年
生
ま
で→

小
学
校
６
年
生
ま
で

支
給
対
象
年
齢
が
、
こ
れ
ま
で
の
小
学
校

３
年
生
（
９
歳
到
達
後
最
初
の
年
度
末
）
ま

で
か
ら
、
小
学
校
６
年
生
（
１２
歳
到
達
後
最

初
の
年
度
末
）
ま
で
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。

●
所
得
制
限
の
引
き
上
げ

所
得
制
限
限
度
額
は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す

新
た
に
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
児
童
の

保
護
者
の
皆
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
揖
斐
川
町

役
場
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各
振
興
事
務
所

住
民
福
祉
課
（
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
）
で
、

認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
認
定
請
求
書
は
５
月
中
に
役
場
よ
り
郵
送

し
ま
す
。）

な
お
、
改
正
に
伴
う
新
規
請
求
は
、
平
成

１８
年
９
月
３０
日
ま
で
受
け
付
け
た
も
の
に
限

り
、
特
例
的
に
４
月
１
日
（
ま
た
は
支
給
要

件
に
該
当
し
た
日
）
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給

さ
れ
ま
す
。

◆
平
成
１８
年
度
に
小
学
校
４
年
生
の
児
童

（
平
成
８
年
４
月
２
日
〜
平
成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

が
い
る
保
護
者
の
皆
さ
ん

こ
れ
ま
で
、
当
該
児
童
に
係
る
児
童
手

当
を
受
給
し
て
い
た
保
護
者
の
方
は
、
特

段
の
手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
継
続
支
給
扱
い
に
な
り
、
現
況
届
の
提

出
が
必
要
で
す
。）

右
記
に
該
当
し
な
い
保
護
者
の
方
で
、
次

の
受
給
資
格
が
あ
る
場
合
は
、
認
定
請
求
の

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
平
成
１８
年
度
に
小
学
校
５
年
生
ま
た
は

６
年
生
の
児
童
（
平
成
６
年
４
月
２
日
〜
平
成
８

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
が
い
る
保
護
者
の
皆
さ
ん

こ
れ
ま
で
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い

な
い
保
護
者
の
方
は
認
定
請
求
、
児
童
手

当
を
受
給
し
て
い
た
保
護
者
の
方
は
額
改

定
認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
こ
れ
ま
で
、
所
得
制
限
に
よ
り
児
童
手

当
を
受
給
し
て
い
な
い
保
護
者
の
皆
さ
ん

所
得
制
限
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、
新
た

に
児
童
手
当
を
受
給
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
該
当
す
る
保
護
者
の
方
は
、

認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
認
定
請
求
に
必
要
な
添
付
書
類

・
健
康
保
険
被
保
険
者
証
な
ど
の
写
し
（
申

請
者
が
厚
生
年
金
な
ど
の
加
入
者
の
場
合
）

・
所
得
課
税
証
明
書
（
平
成
１７
年
お
よ
び
平

成
１８
年
１
月
１
日
現
在
、
揖
斐
川
町
に
住

所
が
な
か
っ
た
場
合
）

■
手
続
き
に
つ
い
て

役
場
よ
り
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
保
護
者

の
皆
さ
ん
に
は
、
関
係
書
類
を
６
月
中
に
郵

送
し
ま
す
。
お
手
元
に
届
き
次
第
、
内
容
を

確
認
し
手
続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

児
童
手
当
「
現
況
届
」
・
「
額
改
定
認

定
請
求
書
」
提
出
の
お
知
ら
せ

現
在
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎

年
６
月
に
「
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
今
回
の
制
度
改
正
に
伴

い
、
小
５
、
小
６
の
児
童
が
い
る
方
に
は
、

併
せ
て
「
額
改
定
認
定
請
求
書
」
の
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
届
出
が
な
い
と
、

手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

■
提
出
が
必
要
な
方

・
現
在
、
町
か
ら
の
児
童
手
当
を
受
け
て
い

る
方
（
現
況
届
）

・
現
在
、
町
か
ら
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る

方
で
、
小
５
、
小
６
の
児
童
が
い
る
方

（
現
況
届
と
額
改
定
認
定
請
求
書
）

■
提
出
期
限

６
月
３０
日
（
金
）

■
提
出
場
所

揖
斐
川
町
役
場
子
育
て
支
援

課
ま
た
は
各
振
興
事
務
所
住
民
福
祉
課

■
現
況
届
に
必
要
な
添
付
書
類

・
健
康
保
険
被
保
険
者
証
な
ど
の
写
し
（
申

請
者
が
厚
生
年
金
な
ど
の
加
入
者
の
場
合
）

・
平
成
１７
年
分
の
所
得
課
税
証
明
書
（
平
成

１８
年
１
月
１
日
現
在
、
揖
斐
川
町
に
住
所

が
な
か
っ
た
場
合
）

【
お
問
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場

子
育
て
支
援
課
�
℡
２
２－

２
１
１
１
�

ま
た
は
各
振
興
事
務
所
住
民
福
祉
課

（単位：万円）

サラリーマン
（厚生年金加入者）

５３２．０

５７０．０

６０８．０

６４６．０

６８４．０

７２２．０

注１）所得税法に規定する老人控除対象配偶者また
は老人扶養親族がある者についての限度額（所得ベー
ス）は上記の額に当該老人控除対象配偶者または老
人扶養親族１人につき６万円を加算した額。
注２）扶養親族等が６人以上の場合の限度額（所得
ベース）は、１人につき３８万円（扶養親族等が老人
控除対象配偶者または老人扶養親族であるときは４４
万円）を加算した額。

自営業者
（国民年金加入者）

４６０．０

４９８．０

５３６．０

５７４．０

６１２．０

６５０．０

扶養親族
等の数

０人

１人

２人

３人

４人

５人
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子
育育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
お
知知
ら
せ

新
緑
の
美
し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
天

気
の
良
い
日
に
は
、
戸
外
へ
出
て
、
お
い
し

い
空
気
を
味
わ
い
な
が
ら
、
思
い
っ
き
り
親

子
で
外
へ
出
て
み
ま
せ
ん
か
。
親
子
で
ゆ
っ

た
り
と
し
た
時
間
を
も
っ
て
、
虫
や
草
花
を

見
た
り
、
ふ
れ
た
り
…
と
子
ど
も
の
気
持
ち

を
受
け
止
め
、
一
緒
に
び
っ
く
り
し
た
り
、

笑
い
あ
い
ま
し
ょ
う
。

【
揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

Ｔ
Ｅ
Ｌ

２
３
‐
１
１
３
６

■
利
用
対
象

町
内
在
住
の
未
就
園
児

（
祖
父
母
可
）

■
休
館
日

祝
祭
日
・
土
・
日
曜
日

■
開
館
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

【
か
す
が
保
育
園
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

Ｔ
Ｅ
Ｌ
５
７
‐
２
３
１
９

す
こ
や
か
ベ
ビ
ーー
祝
い
金
に
つ
い
て

町
で
は
、
次
世
代
育
成
、
児
童
の
健
全
な

育
成
を
図
る
た
め
、
次
の
方
に
対
し
て
「
す

こ
や
か
ベ
ビ
ー
祝
い
金
」
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

町
内
に
６
か
月
以
上
住
民
登
録

が
あ
り
、
平
成
１８
年
４
月
１
日
以
降
に
出

産
さ
れ
、
出
産
後
引
き
続
き
１
年
以
上
居

住
す
る
と
見
込
ま
れ
る
方
。

■
祝
金
額

５
万
円（
出
産
子
１
人
に
つ
き
）

【
お
問
合
せ
先
】

役
場

子
育
て
支
援
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
７
３
）

犬犬
・
猫
を
飼
っ
て
い
る
皆皆
さ
ん
へ

犬
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

◎
犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う

犬
の
放
し
飼
い
は
、
犬
が
道
路
や
公
園
に

フ
ン
を
し
た
り
し
て
、
住
民
に
大
変
な
迷
惑

と
な
り
ま
す
。
必
ず
つ
な
い
で
飼
育
し
て
く

だ
さ
い
。

犬
を
散
歩
さ
せ
る
時
は
袋
な
ど
を
用
意
し
、

フ
ン
を
放
置
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
散
歩
中
、
通
行
人
と
す
れ
ち
が
う
と

き
は
、
綱
を
短
く
持
ち
替
え
る
な
ど
周
囲
へ

の
十
分
な
気
配
り
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◎
鳴
き
声
・
悪
臭
に
ご
用
心

犬
の
鳴
き
声
は
、
隣
の
家
に
響
く
事
が
あ

り
ま
す
。
犬
の
飼
う
場
所
を
考
え
、
む
だ
吠

え
を
し
な
い
よ
う
に
し
つ
け
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
悪
臭
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
に
飼
育
環

境
を
清
潔
に
す
る
よ
う
、
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

猫
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

近
所
の
猫
が
庭
や
公
園
に
フ
ン
を
し
て
困
っ

て
い
る
…
…
。

こ
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
も
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

猫
は
犬
の
よ
う
に
つ
な
い
で
飼
う
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
の
で
、
飼
主
の
気
配
り
が
必

要
で
す
。
敷
地
内
に
ト
イ
レ
を
設
け
て
し
つ

け
る
な
ど
、
責
任
と
愛
情
を
も
っ
て
飼
い
ま

し
ょ
う
。

野
良
犬
・
野
良
猫
に
エ
サ
を
与
え
て
い
る
方
へ

野
良
犬
・
野
良
猫
に
エ
サ
を
与
え
る
行
為

は
、
他
の
野
良
犬
・
野
良
猫
が
集
ま
り
、
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
荒
ら
し
た
り
、
子
犬
・

子
猫
が
産
ま
れ
て
地
域
住
民
へ
の
被
害
を
拡

大
さ
せ
ま
す
。
絶
対
に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ

い
。犬

・
猫
を
飼
う
と
き
は
、
責
任
を
も
っ
て

飼
い
ま
し
ょ
う
。

外外
国国
人人
労
働働
者
の
適適
正正
な
雇雇
い
入入
れ
に
ご
理理
解
を

６
月月
は「
外外
国国
人人
労労
働働
者者
問問
題題
啓啓
発
月月
間間
」で
す

岐岐
阜阜
労労
務務
局
・
ハ
ロ
ー
ワ
ーー
ク

外
国
人
の
方
は
、
就
労
が
認
め
ら
れ
た
専

門
的
・
技
術
的
分
野
の
職
業
な
ど
以
外
で
は
、

働
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
（
た
だ
し
、
日

系
人
な
ど
の
方
は
、
い
わ
ゆ
る
単
純
労
働
が

可
能
で
す
。）外
国
人
労
働
者
に
も
労
働
関
係

法
令
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

外
国
人
労
働
者
の
適
正
な
雇
用
の
推
進
お

よ
び
不
法
就
労
の
防
止
に
つ
い
て
、
事
業
主

を
始
め
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
外
国
人
労
働
者
を
直
接
、
ま
た
は

間
接
的
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
事
業
主
の
方
は
、

毎
年
６
月
１
日
現
在
の
雇
用
状
況
を
、
６
月

３０
日
ま
で
に
管
轄
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で
報

告
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】
岐
阜
労
務
局
職
業
対
策
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
８
‐
２
６
３
‐
５
５
６
３

ま
た
は
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

センタールーム活動（１０：００～１１：３０）

金 お教室
２
ぽこぐみ
２回目
９
ペコぐみ
３回目
１６
ぽこぐみ
３回目
２３
ペコぐみ
４回目
３０
ぽこぐみ
４回目

・相談日の☆印は、担当者がすぐに対応させていただきます。
・センタールーム活動に参加されない場合でも自由に遊ぶことができます。

木 お教室
１
モカぐみ
２回目
８
ミルキーぐみ
３回目
１５
モカぐみ
３回目
２２
ミルキーぐみ
４回目
２９
モカぐみ
４回目

水 交流日

７
さくらんぼ
（０歳児）
１４
いちご
（１歳児）
２１
りんご
（２・３歳児）
２８
花モモ
（お年寄り）

火 行事

６
みんなで
あそぼ！
１３
お休み
職員研修
２０
音楽リズム
（音楽療法士）
２７
誕生会・食会
お話ルーム

月 相談日

５ ☆
MILKの日

１２ ☆
MILKの日

１９ ☆
MILKの日

２６ ☆
MILKの日

毎週月曜日（園庭開放日）
９：３０～１２：００
毎週木曜日（コアラちゃんの日）
９：３０～１１：３０

さつまいもの苗植え

園庭開放日

おもちゃづくり

園庭開放日

料理教室

園庭開放日

リズムあそび

園庭開放日

七夕飾りづくり

１日（木）

５日（月）

８日（木）

１２日（月）

１５日（木）

１９日（月）

２２日（木）

２６日（月）

２９日（木）
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職職
員員
の
募募
集

揖
斐
川
町
で
は
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

◎
看
護
師

■
勤
務
先

谷
汲
中
央
診
療
所

■
募
集
人
員

１
名

■
応
募
資
格

４５
歳
未
満
の
看
護
師
免
許
取

得
者
で
、
看
護
実
務
経
験
の
あ
る
方

平
成
１８
年
１０
月
１
日
か
ら
勤
務
で
き
る

方
（
平
成
１９
年
３
月
３１
日
ま
で
は
臨
時
職

員
）

■
選

考

面
接
試
験
を
実
施

■
採

用

平
成
１９
年
４
月
１
日

■
応
募
方
法

履
歴
書
（
市
販
の
用
紙
）
に

記
入
し
、
看
護
師
免
許
証
の
写
し
を
添
え

て
、
６
月
３０
日
（
金
）
ま
で
に
役
場
政
策

広
報
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

臨臨
時
職職
員員
のの
募募
集集

揖
斐
川
町
で
は
次
の
と
お
り
臨
時
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

◎
留
守
家
庭
児
童
教
室
指
導
員

■
募
集
人
員

若
干
名

■
応
募
資
格

満
年
齢
５０
歳
未
満
で
児
童
の

育
成
指
導
に
熱
意
を
有
し
、
知
識
ま
た
は

経
験
を
有
す
る
方

■
試

験

面
接
試
験
を
実
施

■
採

用

７
月
１
日
か
ら

■
雇
用
期
間

平
成
１９
年
３
月
３１
日
ま
で

■
給

与

日
々
雇
用
職
員
の
雇
用
条
件

に
よ
る

■
勤
務
時
間

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
土
、
日

曜
日
・
祝
日
を
除
く
）
１４
時
〜
１８
時

た
だ
し
、
小
学
校
の
授
業
時
間
変
更
な

ど
に
よ
る
変
更
あ
り

■
応
募
方
法
な
ど

履
歴
書
（
市
販
の
用

紙
）
に
必
要
事
項
ご
記
入
の
上
、
６
月
１６

日
（
金
）
ま
で
に
揖
斐
川
町
役
場
政
策
広

報
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

学学
校校
図図
書
館館
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

のの
募募
集揖

斐
川
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

教
育
委
員
会
で
は
、
「
読
書
活
動
」
を
積

極
的
に
推
進
し
、
推
進
校
に
揖
斐
小
学
校
・

揖
斐
川
中
学
校
を
指
定
し
て
活
動
の
拠
点
と

し
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
新
た
に
位
置
づ

け
た
「
図
書
館
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の
支

援
の
も
と
に
活
動
を
支
え
て
い
た
だ
く
「
学

校
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
募
集
し
ま
す
。

文
化
の
香
り
高
い
揖
斐
川
町
に
す
る
た
め
に
、

た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
募
集
人
数

各
校
２０
名
程
度

■
募
集
締
切

６
月
１６
日
（
金
）

■
活
動
回
数

毎
月
１
回
（
活
動
内
容
に
よ

っ
て
活
動
日
は
変
わ
り
ま
す
）

■
活
動
内
容

学
校
図
書
館
の
本
の
整
理
、

飾
り
つ
け
、
読
み
聞
か
せ
な
ど

■
活
動
開
始

平
成
１８
年
７
月
〜

■
申
込
み
先

町
図
書
館
、
揖
斐
小
、
揖
斐

川
中
、
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
申
請
書
は
、
各
申
込

み
先
に
あ
り
ま
す
。

平平成成１１９９年度度採採用用職職員員のの募募集集

揖斐川町では次のとおり平成１９年度採用職員を募集します。

申込みは応募期間中に所定の申込用紙（役場政策広報課備え付け）に記入し、次の書類を添えて役場政策広報課

まで提出してください。

・履歴書（指定用紙あり）

・成績証明書（最終学歴）

・卒業（見込）証明書

詳しくは役場政策広報課までお問合せください。

保 健 師

１名
短期大学卒業程度
昭和５２年４月２日以降
生まれた方
保健師免許を有する方、
または１８年度内に取得見
込みの方

５ 月 ２９ 日 （月） ～ ６ 月 １２ 日 （月）
日時：７月２３日（日）
場所：県立加納高等学校
内容：教養試験、専門試験、

事務適性検査
８月下旬（予定）

９月中旬（予定）
揖斐川町役場で面接試験、作文試験を実施

９月下旬（予定）

保 育 士

若 干 名
短期大学卒業程度
昭和５２年４月２日以降
生まれた方
保育士証を有する方、ま
たは１８年度内に取得見込
みの方

一 般 行 政 事 務 職
大学・短期大学卒業程度

若 干 名
昭和５２年４月２日～
昭和６２年４月１日に
生まれた方
大学・短期大学卒業
または平成１９年３月卒業
見込みの方

日時：７月２３日（日）
場所：県立加納高等学校
内容：教養試験、

事務適性検査
１０月中旬（予定）

１１月上旬（予定）
揖斐川町役場で面接試験、作文試験を実施

１１月中旬（予定）

高校卒業程度

昭和６０年４月２日～
平成元年４月１日に
生まれた方
平成１９年度卒業見込み

６月２６日（月）～７月２４日（月）
日時：９月１７日（日）
場所：県立加納高等学校
内容：教養試験、

事務適性検査

募 集 人 員
応 募 資 格

受 付 期 間
一 次 試 験

一次試験発表
二 次 試 験

最終合格発表
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消
防防
吏吏
員員
募募
集

■
募
集
人
員

４
名

■
応
募
資
格

揖
斐
郡
内
に
居
住
し
、
高
等

学
校
ま
た
は
大
学
を
卒
業
し
た
（
平
成
１９

年
３
月
卒
業
見
込
み
可
）
身
体
強
健
な
者

昭
和
５７
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

●
第
一
次
試
験
（
教
養
試
験
、
消
防
適
性
試

験
お
よ
び
体
力
測
定
）

９
月
１７
日
（
日
）
午
前
９
時
よ
り
揖
斐

郡
消
防
組
合
消
防
本
部
で
日
本
人
事
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
の
統
一
試
験
に
よ
り
実
施

●
第
二
次
試
験
（
口
述
・
作
文
試
験
）

日
時
な
ど
は
現
在
未
定
（
１０
月
下
旬
予

定
）
で
す
の
で
、
決
定
次
第
応
募
者
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
受
付
期
間

７
月
３
日
〜
７
月
３１
日

■
発

表

１１
月
中
旬
に
応
募
者
に
通
知

■
採

用

平
成
１９
年
４
月
１
日
か
ら

■
申
込
み
方
法

受
付
期
間
中
に
所
定
の
申

込
用
紙
（
揖
斐
郡
消
防
組
合
総
務
課
に
あ

り
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
申
込
み
す
る
。

な
お
、
卒
業（
在
学
）証
明
書
、
履
歴
書

お
よ
び
健
康
診
断
書
を
添
え
て
、
揖
斐
郡

消
防
組
合
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
備

考

第
一
次
試
験
の
体
力
測
定
は
、

消
防
職
員
と
し
て
必
要
な
体
格
、
体
力
の

有
無
に
つ
い
て
測
定
し
ま
す
。

採
用
さ
れ
ま
す
と
、
地
方
公
務
員
と
な

り
、
給
料
そ
の
ほ
か
の
処
遇
に
つ
い
て
は
、

町
役
場
の
職
員
と
ほ
ぼ
同
様
で
す
。

【
お
問
合
せ
先
】
揖
斐
郡
消
防
組
合
総
務
課

揖
斐
郡
大
野
町
中
之
元
８
２
４

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
８
５
‐
３
２
‐
０
１
１
９

７
・
８
月月
採採
用用
２
等等
陸陸
・・
海海
・・
空
士

「
自
衛
官官
募募
集集
中中
」

２
等
陸
・
海
・
空
士
と
は
、
陸
上
は
２
年
、

海
上
・
航
空
自
衛
官
は
３
年
を
一
任
期
と
し

て
勤
務
す
る
任
期
制
隊
員
で
す
。
入
隊
と
同

時
に
２
等
陸
・
海
・
空
士
に
任
命
さ
れ
、
教

育
課
程
を
経
て
各
部
隊
に
配
置
さ
れ
ま
す
。

任
期
満
了
後
、
２
年
ご
と
の
継
続
任
用
の
道

が
あ
り
、
選
抜
試
験
に
よ
り
３
等
陸
・
海
・

空
曹
に
昇
任
で
き
ま
す
。
将
来
は
、
幹
部
自

衛
官
へ
の
道
も
開
か
れ
て
い
ま
す
。

■
受
付
期
間

６
月
９
日
（
金
）
ま
で
（
志

願
票
必
着
）

■
応
募
資
格

１８
歳
以
上
２７
歳
未
満
の
男
子

（
入
隊
月
の
１
日
現
在
の
年
齢
）

■
試

験

日

６
月
１０
日
（
土
）

■
試

験

場

航
空
自
衛
隊
岐
阜
基
地

■
試
験
種
目

筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
、

社
会
お
よ
び
作
文
）、口
述
試
験
、
適
正
検

査
お
よ
び
身
体
検
査

【
お
問
合
せ
先
】
自
衛
隊
大
垣
事
務
所

大
垣
市
林
町
５
‐
１８
光
和
ビ
ル
２
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
８
４
‐
７
３
‐
１
１
５
０

http
://w

w
w
.gifu.plo.jda.go.jp

特特
設設
人人
権権
・
登登
記
相相
談談
所
の
開開
設設

特
設
人
権
・
登
記
相
談
所
を
次
の
と
お
り

開
設
し
ま
す
。

■
日

時

６
月
２８
日
（
水
）

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

■
場

所

揖
斐
川
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
相
談
員

法
務
局
職
員

揖
斐
川
町
人
権
擁
護
委
員

西西
濃
地地
域域
司
法法
書
士
無無
料料
法法
律律
相相
談談
会

■
日

時

６
月
１１
日
（
日
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

■
場

所

大
垣
市
総
合
福
祉
会
館
会
議
室

大
垣
市
馬
場
町
１
２
４

■
相
談
内
容

相
続
・
不
動
産
・
法
人
登
記

金
銭
・
家
賃
敷
金
の
ト
ラ
ブ
ル

多
重
債
務
・
消
費
者
契
約
の
問
題

高
齢
者
の
財
産
管
理
な
ど

〈
予
約
制
〉
受
付
は
岐
阜
県
司
法
書
士
会

専
用
回
線

０
５
８
‐
２
４
８
‐
１
７
１
５

（
平
日
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
）

揖揖
斐
川川
町町
高高
齢齢
者
住
宅宅「
は
な
も
もも
」

入入
居
者者
募募
集

坂
内
広
瀬
地
区
に
あ
る
揖
斐
川
町
高
齢
者

住
宅
「
は
な
も
も
」
の
入
居
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

「
は
な
も
も
」
は
、
揖
斐
川
町
内
の
お
お

む
ね
６５
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
し
た
老
人
福

祉
な
ら
び
に
障
害
者
福
祉
の
増
進
お
よ
び
自

立
の
促
進
を
図
る
た
め
の
住
宅
で
す
。

１
人
ま
た
は
２
人
で
の
生
活
に
不
安
の
あ

る
方
で
、
基
本
的
に
自
炊
の
で
き
る
入
居
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
施
設
の
内
容

・
単
身
用
住
宅

１０
室

１
Ｄ
Ｋ
タ
イ
プ

・
２
人
用
住
宅

９
室

２
Ｄ
Ｋ
タ
イ
プ

※
全
室
オ
ー
ル
電
化
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
床

暖
房
完
備
の
住
宅
で
す
。

※
２
Ｄ
Ｋ
の
入
居
者
の
利
用
料
は
利
用
す
る

２
人
の
利
用
料
を
合
算
し
た
額
の
６
／
１０
と

し
ま
す
。

水
道
料
・
下
水
道
料
・
電
気
料
な
ど
の
光

熱
水
費
は
各
自
実
費
負
担
。

食
事
は
原
則
自
炊
と
し
ま
す
。

■
入
居
申
し
込
み
方
法

入
居
希
望
の
方
は
、
申
込
書
に
て
揖
斐
川

町
役
場
社
会
福
祉
課
ま
た
は
坂
内
振
興
事
務

所
住
民
福
祉
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
詳
し
い
こ
と
は
お
気
軽
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】
役
場

社
会
福
祉
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１

坂
内
振
興
事
務
所

住
民
福
祉
課

℡
５
３
‐
２
１
１
１

●揖斐川町高齢者住宅施設利用料 （月額）

入居者

利用料

２５，０００円

３５，０００円

５０，０００円

６０，０００円

対象利用者基準額

利用者および世帯全体が住民税非課税であって、

老齢福祉年金の受給者、生活保護の受給者

利用者および世帯全体が住民税非課税であって、

合計所得金額＋課税年金収入額が８０万円以下の

人

利用者および世帯全体が住民税非課税であって、

利用者区分Ｂ以外の人

利用者が住民税課税者

区

分

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ
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は
か
り
定定
期期
検検
査査
の
お
知知
ら
せ

計
量
法
の
規
定
に
よ
り
取
引
・
証
明
に
使

用
す
る
「
は
か
り
」
の
定
期
検
査
が
次
の
と

お
り
行
わ
れ
ま
す
。
該
当
す
る
方
は
必
ず
受

検
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
検
査
を
受
け
ず
「
は
か
り
」
を
取
引

や
証
明
に
使
用
す
る
と
計
量
法
違
反
行
為
と

な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

は
か
り
（
付
属
品
を
含
む
）、手
数
料
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
商
工
観
光

課

Ｔ
Ｅ
Ｌ

２
２
‐
２
１
１
１

谷谷
汲
ゆ
り
園
園園
遊遊
会
の
開開
催催

今
年
で
開
園
１１
年
目
を
迎
え
る
谷
汲
ゆ
り

園
に
お
い
て
、
今
年
で
第
２
回
目
の
谷
汲
ゆ

り
園
園
遊
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
日
時

６
月
１７
日
（
土
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
料
金

入
園
料
４
０
０
円

■
内
容

郷
土
芸
能
の
上
演（
谷
汲
踊
ほ
か
）

揖
斐
川
町
特
産
品
即
売
会

ゆ
り
を
眺
め
な
が
ら
の
大
茶
会

谷谷
汲汲
ゆ
り
園
開開
園園

約
３
ha
の
ヒ
ノ
キ
林
の
中
に
４０
品
種
の
ゆ

り
が
咲
き
誇
る
谷
汲
ゆ
り
園
。

■
期

間

６
月
４
日（
日
）〜
７
月
１７
日（
月
）

■
開
園
時
間

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
６
時

（
期
間
中
無
休
）

■
料

金

入
園
料
４
０
０
円

「
ト
レ
タ
テ
野野
菜菜
旬
の
店店
揖揖
斐
川川
」

オ
ー
プ
ン

揖
斐
川
町

永

揖
斐
駅
前
に
揖
斐
川
町

産
の
や
さ
い
販
売
所
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

こ
こ
は
、
平
成
１７
年
度
に
県
産
材
需
要
拡

大
施
設
等
整
備
事
業
で
整
備
し
た
建
築
物
で
、

面
格
子
構
造
を
用
い
た
建
物
で
す
。

町
内
で
と
れ
る
新
鮮
な
野
菜
を
販
売
し
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
多
数
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
オ
ー
プ
ン

６
月
３
日
（
土
）

午
前
１０
時
〜

夜夜
叉叉
ヶ
池池
伝伝
説説
道道
中中
ま
つ
り
に
お
け
る

物物
産
販
売
の
出
店店
者
募募
集

７
月
２２
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
る
「
夜
叉
ヶ

池
伝
説
道
中
ま
つ
り
」の
物
産
販
売
コ
ー
ナ
ー

で
、
揖
斐
川
町
内
に
事
業
所
が
あ
る
出
店
者

を
募
集
し
ま
す
。

■
出
店
料

２，

０
０
０
円

■
ス
ペ
ー
ス

２
間
×
３
間
の
テ
ン
ト
の
半
分

※
電
気
と
水
道
は
必
要
で
あ
れ
ば
用
意
で

き
ま
す
。
保
健
所
の
許
可
が
必
要
な
場
合

は
、
各
自
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
販
売
時
間

１６
時
〜
２１
時

（
準
備
は
１４
時
か
ら
行
え
ま
す
）

申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

坂
内
観
光
協
会

事
務
局
（
坂
内
振
興
事
務
所
基
盤
整
備
課

内
）
Ｔ
Ｅ
Ｌ
５
３
‐
２
１
１
１

夜夜
叉叉
ヶヶ
池池
伝伝
説説
道道
中中
ま
つ
り

『
龍龍
神神
隊隊
員員
』
募募
集集

７
月
２２
日
（
土
）
の
「
夜
叉
ヶ
池
伝
説
道

中
ま
つ
り
」
の
全
長
２１
ｍ
の
龍
神
の
担
ぎ
手

を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象

当
日
参
加
で
き
、６
月
２１
日（
水
）

か
ら
７
月
２１
日
（
金
）
ま
で
の
毎
週
水
曜

日
、
１９
時
３０
分
〜
２１
時
に
坂
内
交
流
セ
ン

タ
ー
で
の
練
習
に
参
加
で
き
る
方

■
募
集
人
数

若
干
名

■
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

坂
内
観
光
協
会
事
務
局

（
坂
内
振
興
事
務
所
基
盤
整
備
課
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
５
３
‐
２
１
１
１

場所

藤橋公民館

坂内振興事務所

春日診療所

久瀬振興事務所

ＪＡいび川谷汲

揖斐川町役場

揖斐川町役場

時間

１０：３０～１１：３０

１３：００～１４：３０

１０：００～１４：３０

１０：００～１４：３０

１０：００～１４：３０

１０：００～１４：３０

１０：００～１４：３０

検査日時

６／１４（水）

６／１５（木）

６／１６（金）

６／１９（月）

６／２０（火）

６／２１（水）

色とりどりのゆりが咲き誇る谷汲ゆり園

Information Room

IBIGAWA 2006 JUNE29



徳徳
山
ダ
ム
工工
事
見見
学学
の
集
い
開開
催催

国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
と
独
立
行

政
法
人
水
資
源
機
構
中
部
支
社
は
、
揖
斐
川

上
流
で
建
設
中
の
徳
山
ダ
ム
の
建
設
現
場
を

見
て
い
た
だ
こ
う
と
、
「
徳
山
ダ
ム
工
事
見

学
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
対

象

揖
斐
川
町
在
住
の
方

（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
開
催
日

７
月
１
日
（
土
）（
雨
天
決
行
）

■
出
発
時
間

１０
時
００
分

春
日
振
興
事
務
所

１０
時
３０
分

揖
斐
川
町
役
場

１０
時
４５
分

坂
内
振
興
事
務
所

１１
時
００
分

谷
汲
振
興
事
務
所

１１
時
００
分

久
瀬
振
興
事
務
所

１１
時
２０
分

道
の
駅
星
の
ふ
る
里
ふ
じ
は
し

■
行

程

１２
時
００
分

鶴
見
（
昼
食
休
憩
〜
パ
ビ
リ
オ
ン
見
学
）

１３
時
００
分

徳
山
ダ
ム
工
事
見
学

ダ
ム
サ
イ
ト
右
岸
展
望
台
〜
犬
谷
展
望

台
〜
旧
徳
山
村
眺
望

１４
時
３０
分

意
見
交
換
会
（
３０
分
程
度
）

徳
山
ダ
ム
事
業
概
要
説
明
、
質
疑
応
答

１６
時
３０
分
ご
ろ

帰
着
予
定

■
参
加
料

１
０
０
円
（
保
険
料
）

■
昼

食

弁
当
持
参

藤
橋
城
広
場（
鶴
見
）に
食
堂
も
あ
り
ま
す

■
定

員

５０
名
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
申
込
方
法

６
月
１６
日
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
、
往
復
は
が
き
で
参
加
希
望
者
（
１

葉
３
人
ま
で
有
効
）
全
員
の
①
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、②
性
別
、
③
年
齢
、
④
住
所
、

⑤
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
次
の
あ
て
先

ま
で
。

【
お
問
合
せ
先
】

〒
４
６
０
‐
０
０
０
１

名
古
屋
市
中
区
三

の
丸
１
‐
２
‐
１

独
立
行
政
法
人

水
資
源
機
構

中
部
支
社

「
徳
山
ダ
ム
工
事
見
学
の
集
い
」
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
２
‐
２
３
１
‐
９
６
３
１

『
新新
エ
ネ
ル
ギ
ー
親親
子
体体
験験
ツ
ア
ーー
」

参
加
者
募募
集集

県
で
は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
親
子
で

学
ぶ
た
め
の
体
験
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■
と

き

７
月
２２
日
（
土
）
〜
２３
日
（
日
）

１
泊
２
日

■
と
こ
ろ

ト
ヨ
タ
白
川
郷
自
然
学
校（
白
川
村
）

■
集
合
場
所

Ｊ
Ｒ
岐
阜
駅
、
中
濃
総
合
庁

舎
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
ぎ
ふ
大
和
Ｐ
Ａ
、

道
の
駅
荘
川
の
４
ヵ
所

■
対

象

県
内
在
住
の
小
学
４
年
〜
６
年

生
の
児
童
と
そ
の
親
（
２
人
１
組
）

■
定

員

２５
組
（
５０
名
）

申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
費

用

１
組
１
０，

０
０
０
円

※
２
組
（
４
人
）
相
部
屋
、
１
泊
４
食

■
申
込
み
方
法

往
復
は
が
き
（
住
所
、
児

童
・
保
護
者
の
氏
名
、年
齢
（
学
年
）、性
別
、

電
話
番
号
、希
望
す
る
集
合
場
所
を
明
記
）

■
申
込
期
限

６
月
２０
日（
火
）当
日
消
印
有
効

■
申
込
先

〒
５
０
０
‐
８
５
７
０

岐
阜
市
薮
田

南
２
‐
１
‐
１

県
庁
産
業
政
策
課

【
お
問
合
せ
先
】

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
８
‐
２
７
２
‐
１
１
１
１（
代
）

内
線
３
０
４
９

第１５回 全国川サミット in 揖斐川 特別事業

創作オペレッタ 「水神」 一幕
豊かな川の恵みを受けているまちが一堂に会して、未来のあり方を考える全国川サミットが揖斐川町で開催さ
れることとなりました。
それを記念して、川と暮らしにまつわるオペレッタ「水神」
を上演することになりました。

日時 ７月２８日（金） 午後７時開演
２９日（土） 午後６時開演

会場 揖斐川町中央公民館大ホール
入場無料

〈入場整理券を中央公民館でお求めください。（７月初旬から）〉

オペレッタ「水神」は８年前に町文化協会の音楽部門が上演して好評を博しましたが、このたび装いも新たに再編成してご披露することに

なりました。この作品は、町に伝承されている昔話、甚兵衛と岡島ヶ渕の河童の物語を題材に、川と自然の豊かさを守ることが、人々の心の

豊かさを創出することを、歌と芝居で表現しています。

人々の生活にとって必要な水は、大雨となって命と暮らしを根こそぎ奪う水ともなります。

いよいよ徳山ダムも完成を迎えます。川とともに生きる揖斐川町の治水と清らかな水を守る大切さをあらためて問う作品となっています。

主催 揖斐川町川サミット水神実行委員会 主管（制作） 揖斐川町文化協会
総監督／桑原隆一 音楽監督／山口敬次 脚本／弓削智裕 作曲・指揮／森三恵子
演出／池上奈都子 舞台衣装製作／揖斐川町文化協会・町内ボランティア
出演／加賀誠二（テノール）・山田勇基（バリトン）・田中文子（ソプラノ）・松久敦子（メゾソプラノ）
合唱／町民公募合唱団（数十名） 管弦楽／水神管弦楽団
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徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山ダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささとととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととと湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底ココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日 平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土））））））））））））））））））））））））
場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所 徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山ダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底

【主なイベント内容（予定）】

○「徳山ダムをみんなで完成させよう！」

町内小学生（４～６年生）によるロック材設置

○町内中学生による大合唱

○由紀さおりさん、安田祥子さん姉妹による湖底

コンサート

○物産展など

「徳山ダムふるさと湖底コンサートツアーバス」運行決定！参加者募集
当日は、マイカーによる交通渋滞が予想されるため、渋滞緩和と、マイカー以外の参加手段を確保するために、

揖斐川町役場発着のツアーバスを運行します。

【ツアーバス運行概要（予定）】 ※イベント内容の変更等で運行概要の変更をすることがあります。
◆日時・発着場所：平成１８年７月２９日（土）

揖斐川町役場 １０：００発 １９：３０着 （会場１２：００着 １７：３０発）
◆募集対象・定員：町内在住者を対象に２００名 （先着順）
◆参 加 費：無料

【申し込み方法】
６月２０日（火）までに、往復はがきに ①住所 ②参加者氏名 ③年齢 ④電話番号を明記して

〒５０１－０６９２
揖斐郡揖斐川町三輪１３３番地
揖斐川町役場 総務部 企画課 「徳山ダムふるさと湖底コンサートツアーバス申し込み」係
までお申し込み下さい。

【問い合わせ先】
揖斐川町役場 総務部 企画課
０５８５－２２－２１１１（内線１４０・１４１）

由紀さおりさん、安田祥子さん姉妹
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編集・発行 揖斐川町役場　政策広報課 
 ５０１-０６９２　岐阜県揖斐郡揖斐川町三輪１３３番地 
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